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主な内容
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税・保険料の納期限

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

【2月2日】
・県村民税 第4期
・国民健康保険税 第7期
・後期高齢者保険料 第7期

　マイナンバーカードを所有している人は、マイナポータルからオンラインで転
出届および転入予約(来庁予定の連絡)ができます。詳しくは、デジタル庁ホーム
ページをご覧ください。
※マイナポータルを通じて転出届の提出をした後は、別途、転入先市区町村の窓
口で転入届等の手続が必要です。

転出届・転入予約は、マイナポータルで！

引越し手続オンラインサービス　 デジタル庁
https://www.digital.go.jp/policies/moving_
onestop_service

引越し手続について　 引越し　 マイナポータル
https://myna.go.jp/html/moving_oss.html

※０５０から始まる電話番号でおかけになる場合は０３－６７００－１１６５
　お問い合わせの際は、基礎年金番号がわかるものをご利用ください。

〈受付時間〉月　曜　日　午前８：３０～午後７：００
　　　　　　火～金曜日　午前８：３０～午後５：１５
　　　　　　第２土曜日　午前９：３０～午後４：００

　令和7年4月分から令和8年3月分までの国民年金保険料は、月額17,510円

です。保険料の納付期限は「納付対象月の翌月末」と定められています。納

付期限までに保険料を納めないと障害基礎年金や遺族基礎年金を受給できな

い場合がありますので忘れずに納めてください。

奈良県聴覚障害者支援センター主催上映会

■日時　3 月 19 日（木）
　① 14 時 30 分～ 16 時 30 分　② 18 時 30 分～ 20 時 30 分
　　※受付はそれぞれ 1 時間前より開始

■内容
　① ゆずり葉　　② 咲む
■場所
　奈良公園バスターミナルレクチャーホール
　奈良市登大路 76
■参加費　250 名（先着順）
■申込方法
　右記 QR 申込フォームより
■問い合わせ
　奈良県聴覚障碍者支援センター映画上映会係
　奈良県橿原市大久保町 320 ー 11　奈良福祉総合センター内
　電話：0744 ー 21 ー 7880

TEL：０５７０－０５－１１６５

年金だより
国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

お申込み・お問合せ：「ねんきんダイヤル」



　新年あけましておめでとうございます。

　年頭にあたり、上北山村議会を代表いたしまして謹んで新年のご挨拶を申し上げます。

　村民の皆さまにおかれましては、希望に満ちた新春をお迎えのことと、心よりお慶び申し上げます。

　平素より村議会の活動に対しまして、深いご理解と温かいご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　さて、本村を取り巻く環境は、自然災害への備え、人口減少や少子高齢化の進行など、さまざま

な課題に直面しております。

　とりわけ、防災対策の強化は、村民の皆さまの命と暮らしを守るうえで最も重要な取り組みであり、議会としても地域防災力

の向上に向け、引き続き取り組んでまいります。

　また、人口減少対策や子育て支援につきましては、将来にわたり活力ある村を維持していくための基盤であります。

　子どもを安心して産み育てられる環境づくりや、若い世代が定住しやすい村づくりを進めるため、実効性のある施策の推進に

努めてまいります。

　さらに、高齢者の皆さまが住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、高齢者福祉の充実や地域医療体制の確保も

重要な課題です。

　医療・介護・福祉の連携を深め、誰もが安心して暮らせる村づくりを目指して実効性のある施策の実現に向けて力を尽くし

てまいります。

　本年も村議会は、村民の皆さまの声に真摯に耳を傾け、開かれた議会運営を通じて、持続可能で安全・安心な村づくり

に全力で取り組んでまいります。

　結びに、本年が皆さまにとりまして健康で幸せに満ちた一年となりますこと、そして本村のさらなる発展を心より祈念いたしまして、

新年のごあいさつといたします。

上北山村議会議長　小松　広一

　村民の皆さま、新年あけましておめでとうございます。

　挨拶に先立ち、まずもって、旧年中に村政に関わる不祥事が発生し、村民の皆様に多大なるご心

配とご迷惑をおかけしましたことにつきまして、村長として心より深くお詫び申し上げます。

　今回の事案を厳粛に受け止め、原因の検証と再発防止に全力で取り組むとともに、職員一丸となっ

て法令順守を徹底し、公正で透明性の高い村政運営に努めてまいります。失われた信頼を一日も早く

取り戻すべく、誠心誠意、全力で取り組んでまいる所存でございます。

　改めまして、村民の皆様におかれましては、健やかに新春をお迎えのことと、心よりお慶び申し上げます。

　本村は、豊かな自然と地域の絆に支えられて歩んでまいりました。これら上北山村の良さを守りながら、誰もが安心して暮らせ

る村づくりに、これまで以上に真摯に取り組んでまいります。

　昨年はさまざまな出来事がございましたが、その中で、12月17日に開催されました、やまゆり学園後期課程（7年生から9年生）

が中心となったこども議会が開催されました。

　その場で、村長への一般質問として「上北山村の未来をどのように考えているのか」という、まさに直球の問いをいただきました。

　詳しくは広報をご覧いただければと存じますが、私は答弁の中で「住み続けたい村づくり」を目指し、そのために村の経済を

充実させ、将来につながる村づくりを進めていきたいと申し上げました。そしてなによりも「郷土愛を育む環境づくり」を村民の皆さ

まと一丸となって進めていきたいと述べさせていただきました。

　「言うは易く行うは難し」との言葉もございますが、本年も村民の皆様の声を大切にし、対話を重ねながら、信頼される村政

の実現に全力で取り組んでまいります。何卒ご理解とご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

　結びに、皆様のご健康とご多幸、そして上北山村の着実な歩みを心より祈念申し上げ、新年のあいさつと致します。

上北山村長　山室　　潔

謹んで新年のご挨拶を申し上げます
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①
例
月
出
納
検
査
の
結
果
報
告

　

令
和
７
年
９
月
～
11
月
ま
で
の
例

月
出
納
検
査
の
結
果
報
告
で
す
。

①
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ

い
て

　

中
垣
内
壽
美
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し

た
。

②
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
、
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

国
会
議
員
の
選
挙
時
の
執
行
経
費

の
基
準
に
関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴

い
、
選
挙
長
等
の
報
酬
の
基
準
が
改

正
さ
れ
た
た
め
、
本
村
の
条
例
に
お

い
て
も
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

③
上
北
山
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

児
童
福
祉
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
に
係
る
関
係
府
省
令
等
の
一
部
改

正
等
に
伴
い
、
地
域
限
定
保
育
制
度

の
一
般
制
度
化
、
児
童
虐
待
防
止
体
制

の
強
化
並
び
に
母
子
健
康
法
に
基
づ

く
乳
幼
児
健
診
結
果
の
活
用
を
可
能

と
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行
う

令和７年第4回定例村議会が、12月9日に開会し、報告1件、議案10件が
審議・審査され、上程された報告及び議案はすべて原案のとおり承認・認
定・可決されました。内容は下記のとおりです。

も
の
で
す
。

④
財
産
（
土
地
）
の
取
得
に
つ
い
て

　

水
源
林
保
護
の
た
め
に
必
要
な
土

地
及
び
立
木
を
土
地
所
有
者
か
ら
取

得
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め

る
も
の
で
す
。

⑤
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

上
北
山
健
民
運
動
場
改
修
工
事
に

係
る
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
、

議
会
の
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

で
す
。

　

契
約
金
額　

５
，
７
４
３
万
１
千
円

　

契
約
の
相
手
方

　

有
限
会
社
髙
澤
工
務
店

　

代
表
取
締
役　

髙
澤　

毅

　
　⑥

令
和
７
年
度
上
北
山
村
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

※
16
万
４
千
円
の
増
額

　

国
保
保
険
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
器

設
定
変
更
負
担
金
等
の
増
額
に
係
る

補
正
で
す
。

⑦
令
和
７
年
度
上
北
山
村
国
民
健
康

保
険
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

　

※
２
千
円
の
増
額

　

村
債
償
還
金
利
償
還
金
利
子
の
増

額
に
係
る
補
正
で
す
。

　

⑧
令
和
７
年
度
上
北
山
村
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

※
１
５
１
万
６
千
円
の
増
額

　

介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス

事
業
に
お
け
る
予
算
の
組
替
の
ほ
か
、

介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
税
制
改
正
対
応

作
業
委
託
料
及
び
印
刷
製
本
費
の
増

額
に
係
る
補
正
で
す
。

⑨
令
和
７
年
度
上
北
山
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

※
10
万
円
の
増
額

　

印
刷
製
本
費
の
増
額
に
係
る
補
正

で
す
。

⑩
令
和
７
年
度
上
北
山
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

※
１
億
１
，
９
４
４
万
９
千
円
の

増
額

　

総
務
費
に
お
い
て
減
債
基
金
積
立

金
等
１
億
１
，
４
８
９
万
７
千
円
の

増
額
、
民
生
費
に
お
い
て
特
別
会

計
繰
出
金
等
１
３
５
万
５
千
円
の
増

額
、
衛
生
費
に
お
い
て
歯
科
用
吸
引

装
置
設
置
工
事
費
55
万
円
の
増
額
、

農
林
水
産
商
工
費
に
お
い
て
林
道
維

持
重
機
借
上
げ
重
機
借
上
げ
料
等

２
６
４
万
７
千
円
の
増
額
に
伴
う
補

正
で
す
。

1212
月
定
例
村
議
会

月
定
例
村
議
会

令
和
７
年

令
和
７
年

報
　
　
告

議
　
案

3

広　報 かみきたやま



　

12
月
の
定
例
村
議
会
に
お
い

て
、1
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
、そ
の

概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
福
西
議
員

問 

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）
指
定

が
村
民
の
安
全
と
固
定

資
産
税
評
価
に
与
え
る

影
響
に
つ
い
て

　

本
村
で
は
多
く
の
集
落
が
土
砂

災
害
警
戒
区
域
・
特
別
警
戒
区
域

に
指
定
さ
れ
、防
災
面
で
は
極
め

て
重
要
で
あ
る
一
方
、建
築
や
取

引
、資
産
評
価
な
ど
生
活
面
へ
の

影
響
も
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

防
災
と
住
民
生
活
の
両
立
、そ

し
て
災
害
リ
ス
ク
を
踏
ま
え
た
土

地
利
用
と
課
税
の
あ
り
方
を
ど
う

整
え
て
い
く
の
か
。本
村
の
将
来

に
と
っ
て
重
要
な
視
点
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
2
点
お
伺
い
し
ま
す
。

⑴ 

区
域
指
定
の
現
状
と
住
民
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

　

本
村
に
お
い
て
指
定
さ
れ
て
い

る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
お
よ
び

特
別
警
戒
区
域（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）

は
、各
地
域
に
、ど
の
程
度
の
世
帯

数
が
存
在
し
て
い
る
の
か
お
伺
い

し
ま
す
。

　

ま
た
、現
地
に
は
急
傾
斜
地
崩

壊
危
険
箇
所
や
老
朽
化
し
た
谷
筋

な
ど
、実
際
に
災
害
リ
ス
ク
の
高

い
場
所
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
危
険
箇
所
に
対
し

て
、村
と
し
て
奈
良
県
へ
急
傾
斜

地
崩
壊
対
策
工
事
の
採
択
重
点
化

な
ど
「
事
前
防
止
対
策
」
の
要
望

を
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
行
っ
て

き
た
の
か
、ま
た
今
後
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ま
れ
る
の
か
を
合
わ
せ

て
お
伺
い
し
ま
す
。

⑵ 

村
民
生
活
お
よ
び
固
定
資
産

税
評
価
へ
の
影
響
に
つ
い
て

　

レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
指
定
に
よ
り
、建

築
・
改
築
・
売
買
・
融
資
な
ど
に
様
々

な
制
限
が
生
じ
て
い
ま
す
が
、こ

う
し
た
影
響
が
住
民
生
活
に
ど
の

よ
う
に
現
れ
て
い
る
の
か
、村
と
し

て
把
握
さ
れ
て
い
る
事
例
を
お
伺

い
し
ま
す
。

　

ま
た
、こ
れ
ら
の
制
限
が
地
域

経
済
や
移
住
・
定
住
促
進
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
と
認

識
さ
れ
て
い
る
の
か
も
併
せ
て
お

尋
ね
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、特
別
警
戒
区
域
内
で

は
建
築
制
限
等
に
よ
っ
て
利
用
価

値
の
低
下
や
市
場
価
格
の
下
落
が

生
じ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　

地
方
税
法
上
、レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
指

定
そ
の
も
の
が
評
価
額
に
直
接
影

響
す
る
仕
組
み
で
は
な
い
こ
と
は

承
知
し
て
お
り
ま
す
が
、固
定
資

産
評
価
は
本
来
「
市
場
価
値
を
反

映
す
る
」を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
市
場
価
値
の
変
化
が

評
価
額
に
ど
の
程
度
反
映
さ
れ
て

い
る
の
か
、加
え
て
、危
険
区
域
と

非
指
定
区
域
と
の
税
負
担
の
公
平

性
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い
く

の
か
、今
後
の
検
討
と
対
応
方
針

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

答  

村
長

　

⑴
区
域
指
定
の
現
状
と
住
民
の

安
全
対
策
に
つ
い
て
、本
村
に
お

け
る
土
砂
災
害
警
戒
区
域
及
び
特

別
警
戒
区
域
の
指
定
状
況
に
い
て

は
、対
象
世
帯
数
が
正
確
に
示
さ

れ
て
い
る
資
料
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、村
が
作
成
し
て
い
る
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
現
況
の
世
帯
情

報
を
照
合
し
、概
数
と
し
て
整
理

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
初
め
に

申
し
添
え
て
お
き
ま
す
。

　

ま
ず
、河
合
地
区
で
す
が
、世

帯
数
１
１
７
世
帯
の
う
ち
約
60
世

帯
が
土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
該

当
し
、さ
ら
に
そ
の
う
ち
約
28
世

帯
が
特
別
警
戒
区
域
に
該
当
し
ま

す
。次
に
、小
橡
地
区
で
す
が
、世

帯
数
79
世
帯
の
う
ち
、約
62
世
帯

が
警
戒
区
域
内
、約
25
世
帯
が
特

別
警
戒
区
域
に
、西
原
地
区
は
、世

帯
数
56
世
帯
の
う
ち
約
34
世
帯
が

警
戒
区
域
、う
ち
約
7
世
帯
が
特

別
警
戒
区
域
に
該
当
し
ま
す
。最

後
に
、白
川
地
区
で
す
が
、世
帯
数

24
世
帯
の
う
ち
、約
13
世
帯
が
警

戒
区
域
内
、約
5
世
帯
が
特
別
警

戒
区
域
に
該
当
し
ま
す
。以
上
が

地
区
別
の
公
の
指
定
状
況
で
す
。

　

次
に
、急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
箇

所
な
ど
へ
の
事
前
防
止
対
策
に
つ

い
て
、急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
工
事

に
つ
い
て
は
、県
事
業
と
し
て
採
択

基
準
や
優
先
度
の
整
備
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、ま
ず
は
村
内
の

危
険
箇
所
の
把
握
、そ
し
て
特
別

警
戒
区
域
内
に
あ
る
避
難
所
の
安

全
確
保
を
優
先
し
、県
と
情
報
共

有
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

令
和
3
年
に
奈
良
県
か
ら
示
さ

れ
た
土
砂
災
害
対
策
事
業
に
関
す

る
意
見
照
会
に
際
し
て
は
、特
別

警
戒
区
域
内
に
存
在
す
る
上
北
山

村
青
年
研
修
所
、郷
土
文
化
保
存

伝
習
施
設
、そ
し
て
災
害
時
の
救

護
所
と
な
る
ワ
ー
ス
リ
ビ
ン
グ
か

み
き
た
の
3
施
設
に
つ
い
て
、い
ず

れ
も
土
砂
災
害
対
策
の
実
施
が
必

要
で
あ
る
旨
を
要
望
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
の
う
ち
、上
北
山
村
青
年
研

修
所
、ワ
ー
ス
リ
ビ
ン
グ
か
み
き
た

に
つ
い
て
は
、急
傾
斜
地
崩
壊
対

策
工
事
の
実
施
が
県
に
よ
り
決
定

さ
れ
て
い
ま
す
。　

こ
れ
ら
の
状

令
和
７
年

12
月 
定
例
村
議
会

一
般
質
問
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況
を
踏
ま
え
、今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、本
村
と
し
て
は
、ま
ず

は
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
内
に

位
置
す
る
避
難
所
の
安
全
確
保
を

最
優
先
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

避
難
所
は
、災
害
時
に
住
民
の

皆
様
の
生
命
を
守
る
最
も
重
要
な

拠
点
で
あ
り
、そ
の
安
全
性
を
高

め
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。そ
の
上
で
、

残
る
郷
土
文
化
保
存
伝
習
施
設
に

つ
い
て
も
、県
と
の
協
議
を
重
ね
て

必
要
な
対
策
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う

継
続
的
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、そ
の
他
の
危
険
箇
所
に

つ
い
て
も
、地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
な
が
ら
順
次
整
備
し
、県
と
連

携
し
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
村
は
、地
形
特
性
上
、多
く
の

集
落
が
急
傾
斜
地
と
隣
り
合
わ
せ

で
す
。住
民
の
皆
様
の
安
全
確
保

を
第
一
と
し
つ
つ
、日
常
生
活
へ
の

影
響
に
も
配
慮
し
、地
域
の
実
情

に
即
し
た
防
災
対
策
を
着
実
に
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

⑵
村
民
生
活
及
び
固
定
資
産
評

価
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、ま
ず
、固

定
資
産
の
評
価
に
つ
い
て
で
す
が
、

地
方
税
法
第
４
０
３
条
第
1
項
の

規
定
に
よ
り
、市
町
村
長
は
固
定

資
産
評
価
基
準
に
よ
っ
て
固
定
資

産
の
価
格
を
決
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
固
定

資
産
税
評
価
額
は
、土
地
の
適
正

な
時
価
を
反
映
す
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
お
り
、国
の
地
価
公
示
価

格
や
実
際
に
行
わ
れ
た
土
地
の
売

買
実
例
価
格
、ま
た
不
動
産
鑑
定

士
が
算
定
す
る
鑑
定
評
価
額
な
ど

を
基
準
に
算
定
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
水
準
は
地
価
公
示
価
格
等

の
、お
お
む
ね
7
割
を
目
途
と
す

る
よ
う
に
さ
れ
て
い
ま
す
。ご
質

問
の
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
指
定
に
伴
う

住
民
生
活
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、

土
砂
災
害
は
毎
年
全
国
各
地
で

発
生
し
て
お
り
、本
村
で
も
幸
い

集
落
内
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、令
和
6
年
4
月
1
日
、国
道

１
６
９
号
の
河
合
～
西
原
間
に
お

け
る
崩
土
に
よ
っ
て
通
行
止
め
と

な
り
、余
儀
な
く
迂
回
路
で
の
通

行
を
強
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害

防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律

は
、土
砂
災
害
が
発
生
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
区
域
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
区
域
の
中
で
警
戒
避
難
体
制

の
整
備
や
一
定
の
開
発
行
為
を
制

限
す
る
な
ど
、土
砂
災
害
の
防
止

の
た
め
の
対
策
の
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
た
法

律
で
す
。都
道
府
県
は
、国
の
土
砂

災
害
防
止
対
策
基
本
指
針
に
基
づ

き
基
礎
調
査
を
行
い
、2
種
類
の

区
域
を
指
定
し
て
い
ま
す
。一
つ
は

土
砂
災
害
警
戒
区
域
、い
わ
ゆ
る

イ
エ
ロ
ー
ゾ
ー
ン
、も
う
一
つ
は
土

砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
レ
ッ
ド
ゾ

ー
ン
で
す
。本
村
に
お
け
る
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
等
の
指
定
に

よ
る
影
響
に
つ
い
て
で
す
が
、定
住

等
を
考
え
て
お
ら
れ
た
方
が
土
砂

災
害
特
別
警
戒
区
域
内
に
あ
る
物

件
の
購
入
を
検
討
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、金
融
機
関
に
お
け
る
融
資

の
関
係
で
担
保
設
定
価
格
が
低
く

見
積
も
ら
れ
る
な
ど
融
資
の
対
象

外
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、購
入
を
見

送
ら
れ
る
と
い
う
影
響
が
あ
っ
た

旨
を
お
聞
き
し
て
い
ま
す
。本
村

の
場
合
は
、土
地
の
固
定
資
産
税

評
価
額
は
街
中
に
比
べ
価
格
が
低

く
、過
去
2
回
の「
3
年
に
一
度
の

評
価
替
え
」に
お
い
て
も
、い
ず
れ

も
5
％
か
ら
10
％
程
度
下
落
し
て

い
る
状
況
で
す
。ま
た
、市
場
取
引

が
極
め
て
少
な
い
た
め
、土
砂
災

害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
前
後
で

の
価
格
に
ど
れ
ほ
ど
影
響
が
出
て

い
る
の
か
、ど
れ
ほ
ど
の
下
落
が
あ

っ
た
の
か
、減
価
差
を
計
上
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、現

時
点
で
は
個
別
の
減
価
補
正
を
行

っ
て
い
な
い
状
況
で
す
。こ
の
点
に

つ
い
て
は
評
価
が
市
場
価
格
を
反

映
す
る
と
い
う
原
則
に
照
ら
し
て

も
、市
場
価
格
例
が
極
め
て
少
な

い
本
村
の
場
合
は
、国
が
定
め
た

評
価
基
準
に
基
づ
き
、適
正
な
評

価
が
行
え
て
い
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
で
、税
負
担
の
公
平
性
の

対
応
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
の
評
価
は
、土
地

の
位
置
、利
用
状
況
、接
面
道
路
、

形
状
、周
辺
環
境
な
ど
複
数
の
要

素
を
基
準
に
、個
々
の
土
地
に
応

じ
た
補
正
を
加
え
な
が
ら
評
価
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
た
め
、土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
の
指
定
そ
の
も
の
だ
け
で

は
な
く
、地
形
の
制
約
、接
道
条

件
、利
便
性
の
差
と
い
っ
た
項
目

を
総
合
的
に
反
映
す
る
こ
と
で
、

区
域
内
外
の
公
平
性
が
欠
け
る
こ

と
の
な
い
よ
う
調
整
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。今
後
、市
場
に
お
け
る

取
引
事
例
の
蓄
積
や
国
の
評
価
基

準
、評
価
通
達
の
見
直
し
な
ど
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、指
定
区
域
を
踏

ま
え
た
補
正
の
必
要
性
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。現

段
階
で
は
、客
観
的
な
価
格
差
の

確
認
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、過

度
に
税
負
担
の
差
を
つ
け
て
し
ま

う
こ
と
は
、反
対
に
公
平
性
を
損

ね
る
と
い
う
点
を
御
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、今
後
の
対
応
で
す
が
、

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定

は
、移
住
定
住
や
土
地
利
用
に
影

響
を
及
ぼ
す
側
面
が
あ
り
、村
と

し
て
も
重
要
な
課
題
と
し
て
認
識

し
て
い
ま
す
。今
後
も
、国
や
県
か

ら
示
さ
れ
る
評
価
基
準
の
動
向
、

近
隣
町
村
の
減
価
補
正
実
施
状

況
、ま
た
本
村
の
市
場
取
引
状
況

の
変
化
を
注
視
し
な
が
ら
、必
要

に
応
じ
て
評
価
方
法
の
見
直
し
を

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。現
時
点

で
は
、本
村
の
評
価
水
準
や
市
場

取
引
の
状
況
を
踏
ま
え
、評
価
基

準
に
基
づ
き
適
正
に
評
価
が
行
わ

れ
て
お
り
、区
域
内
外
の
公
平
性

は
確
保
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。　
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12
月
の
こ
ど
も
村
議
会
に

お
い
て
、
4
名
の
議
員
に
よ
る

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
の

で
、そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
近
野
千
鶴
議
員

問 

観
光
に
つ
い
て

　

観
光
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま

す
。上
北
山
村
、河
合
に
あ
る
カ

モ
シ
カ
デ
ッ
キ
は
と
て
も
景
色

が
良
く
て
、ピ
ク
ニ
ッ
ク
な
ど
も

で
き
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。私
も

い
つ
か
友
達
や
家
族
と
利
用
し

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で

す
が
、今
は
使
用
禁
止
と
聞
き
、

と
て
も
残
念
に
思
い
ま
し
た
。

　

カ
モ
シ
カ
デ
ッ
キ
が
使
え
る

よ
う
に
な
れ
ば
、村
に
来
る
人

た
ち
が
楽
し
め
る
場
所
が
増
え

る
だ
け
で
な
く
、U
タ
ー
ン
や
I

タ
ー
ン
で
こ
の
村
に
戻
っ
て
き

た
り
、移
り
住
ん
だ
り
す
る
き
っ

か
け
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。そ

こ
で
カ
モ
シ
カ
デ
ッ
キ
を
村
の

み
ん
な
や
観
光
に
来
た
人
た
ち

も
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
が
、村
で
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
お

尋
ね
し
ま
す
。

 
答 
岩
本
建
設
課
長

　

近
野
議
員
か
ら
カ
モ
シ
カ
デ

ッ
キ
の
利
用
に
つ
い
て
ご
質
問

が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
答
え
い

た
し
ま
す
。カ
モ
シ
カ
デ
ッ
キ
の

正
式
名
称
は
「
上
北
山
村
ウ
ッ

ド
デ
ッ
キ
」
と
い
い
、令
和
2
年

度
に
国
か
ら
分
配
さ
れ
た
森
林

環
境
税
譲
与
を
活
用
し
、地
元

の
木
材
を
使
っ
て
一
か
所
当
た

り
10
か
ら
20
平
方
メ
ー
ト
ル
の

デ
ッ
キ
を
3
箇
所
整
備
い
た
し

ま
し
た
。

　

森
林
環
境
譲
与
税
と
は
、管

理
が
行
き
届
か
な
く
な
っ
た
森

林
を
整
備
し
、環
境
の
保
全
や

災
害
の
防
止
を
進
め
る
た
め

に
、国
民
一
人
当
た
り
年
間
１
，

０
０
０
円
を
負
担
し
、そ
の
お
金

を
国
か
ら
都
道
府
県
や
市
町
村

に
分
配
す
る
制
度
で
す
。  

こ
の

税
金
は
、森
林
や
林
道
の
整
備
、

森
林
を
守
る
人
を
育
て
る
こ

と
、木
材
の
利
用
を
広
げ
る
取

り
組
み
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
木
材
の
有
効
利
用
と
普

及
啓
発
、そ
し
て
く
つ
ろ
ぎ
の
場

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
設
置
し
た
も
の
で
、使
い
方
に

つ
い
て
は
許
可
制
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。現
在
、使
用
禁
止
と
し

て
い
る
も
の
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
管
理
に
つ

い
て
は
、景
色
を
眺
め
た
り
、昼

食
や
休
憩
な
ど
で
利
用
し
て
い

た
だ
く
場
合
は
自
由
に
使
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

た
だ
し
、テ
ン
ト
を
張
っ
て
宿

泊
す
る
場
合
や
長
時
間
そ
の
場

を
占
有
す
る
場
合
に
は
、申
請

を
し
て
い
た
だ
き
、一
部
費
用
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
今
年
は
学
童
保
育
の

活
動
で
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
無
償

で
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。ま
た
、今
年
の
夏
は
ホ
テ

ル
付
近
の
川
遊
び
に
多
く
の
方

が
来
ら
れ
た
た
め
、周
辺
で
ゴ
ミ

や
車
の
駐
車
の
問
題
が
発
生
い

た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、一
時
的
に
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
へ
通
じ
る
林
道
や
ウ
ッ
ド

デ
ッ
キ
の
利
用
を
制
限
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、今
後

は
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
利

用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、案

内
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
も
工

夫
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、地
域
に
お

住
ま
い
の
方
々
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、あ

る
程
度
の
利
用
制
限
は
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問 

村
内
の
街
灯
に
設
置
に

つ
い
て
。

　

村
内
の
街
灯
の
設
置
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。
学
校
か
ら

の
帰
り
道
に
つ
い
て
、
特
に
部

活
な
ど
の
あ
る
日
は
夕
方
に
な

り
、周
り
が
と
て
も
暗
く
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。歩
い
て
い
る

と
足
元
が
見
え
づ
ら
く
、不
安

に
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

小
さ
な
子
供
た
ち
に
と
っ
て
も
、

安
全
に
帰
る
た
め
の
明
か
り
は

と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、村
内
の
街
灯
を
も
っ

と
増
や
し
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉

し
い
で
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

答 

北
室
総
務
課
長

　

村
内
の
街
灯
の
設
置
に
つ
い

て
の
ご
質
問
に
お
答
え
い
た
し

ま
す
。
帰
り
道
が
暗
く
て
不
安

に
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う

話
は
と
て
も
大
切
な
ご
指
摘
と

し
て
受
け
止
め
て
い
ま
す
。特
に

部
活
動
な
ど
で
帰
り
が
遅
く
な

る
日
は
、周
り
が
よ
く
見
え
ず
、

足
元
も
わ
か
り
に
く
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、安
心
し
て
家
ま

で
帰
れ
る
環
境
作
り
は
村
に
と

っ
て
も
と
て
も
重
要
な
こ
と
だ

と
考
え
ま
す
。

　

村
内
で
は
防
犯
灯
の
設
置
や

修
繕
に
つ
い
て
、地
域
の
様
子
を

よ
く
知
っ
て
お
ら
れ
る
区
長
さ

ん
を
中
心
に
進
め
て
い
た
だ
く

仕
組
み
を
と
っ
て
い
ま
す
。住
民

の
皆
さ
ん
か
ら
、こ
の
場
所
は
暗

い
、明
か
り
が
つ
い
て
い
な
い
等

の
声
を
区
長
さ
ん
に
お
知
ら
せ

い
た
だ
き
、区
長
さ
ん
か
ら
役
場

へ
正
式
に
申
し
出
て
い
た
だ
く

流
れ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

防
犯
灯
は
、場
所
に
よ
っ
て
は

電
柱
の
位
置
や
電
気
の
引
き
込

み
が
必
要
に
な
る
な
ど
、設
置

ま
で
に
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
の
た

め
、村
で
は
い
た
だ
い
た
声
を
も

と
に
、実
際
に
担
当
職
員
が
現

場
を
見
に
行
き
、安
全
面
や
周

囲
の
状
況
を
確
認
し
た
上
で
、

設
置
の
可
否
や
修
繕
の
必
要
性

を
判
断
し
て
い
ま
す
。

　

も
し
皆
さ
ん
の
通
学
路
の
中

で
こ
こ
が
暗
く
て
危
な
い
な
、も

う
少
し
明
る
い
と
安
心
で
き
る

な
と
感
じ
る
場
所
が
あ
り
ま
し

た
ら
、ぜ
ひ
お
う
ち
の
方
と
相

談
し
て
、区
長
さ
ん
に
お
知
ら
せ

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

村
と
し
ま
し
て
も
、い
た
だ
い

た
ご
意
見
を
し
っ
か
り
と
参
考

に
し
な
が
ら
、必
要
な
場
所
に

令
和
７
年

12
月 
こ
ど
も
村
議
会

一
般
質
問
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は
防
犯
灯
の
設
置
や
周
り
の
明

か
り
の
改
善
が
進
め
ら
れ
る
よ

う
、こ
れ
か
ら
も
丁
寧
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

問 

図
書
環
境
の
充
実
に
つ

い
て 

　

図
書
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す
。
私
は
上
北
山

村
に
も
図
書
館
が
あ
れ
ば
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。近
く
に
川

上
村
の
大
き
な
図
書
館
が
あ
り

ま
す
が
、そ
こ
ま
で
行
く
に
は
30

分
以
上
か
か
り
、車
が
な
い
と

行
け
な
い
た
め
、と
て
も
不
便
に

感
じ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、村
内

に
小
さ
く
て
も
良
い
の
で
村
民

が
気
軽
に
利
用
で
き
る
図
書
館

の
設
置
に
つ
い
て
考
え
て
い
た

だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

　

ま
た
、村
内
に
図
書
館
を
設

置
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
に

は
、村
内
に
あ
る
ヤ
マ
ザ
キ
シ
ョ

ッ
プ
に
お
い
て
雑
誌
な
ど
を
気

軽
に
手
に
取
る
こ
と
が
で
き
る

コ
ー
ナ
ー
を
新
た
に
設
け
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

答 

中
垣
内
教
育
長

　

上
北
山
村
に
は
大
き
な
図
書

館
が
な
く
、不
便
に
感
じ
て
い
る

人
が
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、村

と
し
て
も
受
け
止
め
て
お
り
ま

す
。
近
野
議
員
の
よ
う
に
本
に

親
し
む
こ
と
は
と
て
も
大
切
な

こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
た

だ
、上
北
山
村
は
人
口
が
少
な

い
村
で
あ
る
た
め
、
大
き
な
図

書
館
を
新
し
く
作
っ
た
り
管
理

し
た
り
す
る
こ
と
は
な
か
な
か

難
し
い
の
が
現
状
で
す
。そ
の
た

め
、平
成
30
年
に
と
ち
の
き
セ
ン

タ
ー
の
中
に
小
さ
な
子
供
向
け

の
絵
本
や
遊
び
道
具
を
置
い
た

「
も
み
じ
図
書
室
」
を
整
備
し

ま
し
た
。ま
た
、隣
に
は
村
の
こ

と
や
昔
の
暮
ら
し
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
本
や
資
料
を
集
め
た

部
屋
も
設
け
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
1
階
に
は
気
軽
に
お
話
し

で
き
る
場
所
と
し
て
カ
フ
ェ
な

ど
も
あ
り
ま
す
。

　

も
み
じ
図
書
室
で
は
、毎
年

少
し
ず
つ
新
し
い
本
を
購
入
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
近
野
議
員

の
世
代
の
皆
さ
ん
に
も
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
な
本
に
つ
い

て
も
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
や
ま
ゆ
り

学
園
で
は
、本
年
度
新
た
に
情

報
図
書
室
を
整
備
す
る
予
定
で

す
。

　

本
や
パ
ソ
コ
ン
を
配
置
し
、新

し
い
図
書
室
と
し
て
の
活
用
を

し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。今
後
に
つ
い
て
は
、学
校
の

先
生
方
と
相
談
し
な
が
ら
、皆

さ
ん
が
ど
の
よ
う
な
本
を
読
み

た
い
の
か
考
え
、で
き
る
範
囲
で

本
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
学
校
や
と
ち
の

き
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
な
が
ら
、

本
の
親
し
み
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

答 

遠
藤
企
画
政
策
課
長

　
「
道
の
駅
ヤ
マ
ザ
キ
シ
ョ
ッ

プ
」
で
の
雑
誌
の
販
売
コ
ー
ナ

ー
の
設
置
要
望
に
つ
い
て
答
弁

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。こ
の
点

に
つ
い
て
、運
営
し
て
い
る
一
般

社
団
法
人
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
み
き

た
に
確
認
を
行
い
ま
し
た
が
、

道
の
駅
の
利
用
者
は
、都
市
部

の
コ
ン
ビ
ニ
と
違
い
、目
的
地
に

行
く
途
中
で
の
立
ち
寄
り
が
多

く
、上
北
山
の
道
の
駅
で
、つ
い

で
に
雑
誌
を
購
入
す
る
と
い
っ

た
こ
と
は
稀
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
こ
と
、ま
た
、定
期
的
に
村
民

が
雑
誌
を
購
入
さ
れ
る
こ
と
は

想
定
で
き
る
も
の
の
、そ
も
そ
も

人
口
が
少
な
い
こ
と
か
ら
採
算

が
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

　

つ
ま
り
、週
刊
誌
や
月
刊
誌

の
種
類
が
多
く
て
、仕
入
れ
て

並
べ
て
も
売
れ
な
け
れ
ば
、週
刊

誌
な
ら
、次
の
週
に
は
新
し
い
も

の
が
入
っ
て
き
ま
す
。月
刊
誌
な

ら
、次
の
月
に
は
新
し
い
も
の
が

入
っ
て
き
ま
す
。そ
う
す
る
と
、

古
い
も
の
は
さ
ら
に
売
れ
な
く

な
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
こ
と
か

ら
赤
字
に
な
る
、要
は
損
を
す

る
リ
ス
ク
が
高
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　

ま
た
、
最
近
は
ス
マ
ホ
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
閲
覧
で
き
る
デ
ジ

タ
ル
電
子
書
籍
が
増
加
し
て
お

り
、ど
こ
に
行
っ
て
も
通
信
環
境

が
あ
れ
ば
読
む
こ
と
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
印
刷
物
と
し
て
の

雑
誌
の
発
行
部
数
も
減
少
し
て

き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、ヤ
マ
ザ

キ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
は
、限
ら
れ

た
店
舗
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
、雑
誌

よ
り
も
収
益
性
の
高
い
他
の
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
回
、近
野
議
員
か
ら
ご
要

望
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、回
答

の
と
お
り
、現
時
点
に
お
い
て
は

難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

■
金
岩
佑
真
議
員

問 

街
頭
の
点
灯
時
間
に
つ

い
て

　

街
頭
の
点
灯
時
間
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す
。
冬
に
な
る
と

午
後
4
時
か
ら
6
時
ご
ろ
に
か

け
て
急
に
暗
く
な
り
、周
囲
が

見
え
に
く
く
不
安
に
感
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
冬
だ
け
で
も

街
灯
の
点
灯
時
間
を
少
し
早
め

て
い
た
だ
く
こ
と
は
で
き
な
い

で
し
ょ
う
か
。
み
ん
な
が
安
心

し
て
帰
れ
る
よ
う
に
し
て
い
た

だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

答 

北
室
総
務
課
長

　

街
頭
の
点
灯
時
間
に
つ
い
て
、

村
内
の
防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、

建
物
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の

の
一
部
を
除
き
、電
柱
に
取
り
付

け
ら
れ
て
い
る
多
く
の
も
の
が
、

外
の
明
る
さ
を
感
知
す
る
明
暗

セ
ン
サ
ー
に
よ
っ
て
自
動
的
に

点
灯
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
セ
ン
サ
ー
は
あ
た
り
が

十
分
に
暗
く
な
っ
た
と
判
断
し

た
と
き
に
明
か
り
が
つ
く
よ
う

設
計
さ
れ
て
い
る
た
め
、機
械
の

仕
組
み
上
、時
間
を
指
定
し
て

早
目
に
点
灯
さ
せ
る
こ
と
が
難

し
い
と
い
う
面
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、冬
は
日
が
沈
む
時
刻

が
早
く
な
る
た
め
、帰
宅
の
時

間
帯
に
暗
さ
を
感
じ
や
す
く
、

不
安
に
思
わ
れ
る
こ
と
も
理
解

し
て
い
ま
す
。

　

も
し
暗
く
な
っ
て
も
明
か
り

が
つ
か
な
い
場
合
に
は
、電
球
が

切
れ
て
い
る
、防
犯
灯
本
体
が

7
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故
障
し
て
い
る
、明
暗
セ
ン
サ
ー

が
正
常
に
作
動
し
て
い
な
い
な

ど
と
い
っ
た
原
因
が
考
え
ら
れ

ま
す
。こ
う
し
た
可
能
性
も
あ

り
ま
す
の
で
、い
た
だ
い
た
ご
意

見
を
踏
ま
え
、総
務
課
の
担
当

者
が
現
地
に
赴
き
、点
灯
状
況

に
問
題
が
な
い
か
、し
っ
か
り
確

認
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

防
犯
灯
の
不
具
合
に
つ
い
て

は
、先
ほ
ど
の
ご
質
問
の
答
弁
で

も
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お
り
、

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
役
場
総
務

課
ま
で
お
知
ら
せ
い
た
だ
く
方

法
を
と
っ
て
い
ま
す
。ご
連
絡
を

い
た
だ
い
た
ら
、
現
場
を
確
認

し
た
上
で
、
原
因
に
応
じ
て
修

繕
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
皆

さ
ん
が
安
心
し
て
帰
宅
で
き
る

よ
う
、防
犯
灯
が
き
ち
ん
と
点

灯
す
る
体
制
を
今
後
も
整
え
て

ま
い
り
ま
す
。

問 

熊
へ
の
安
全
対
策
に
つ

い
て

　

熊
へ
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す
。最
近
、他
県
に

お
い
て
ク
マ
の
目
撃
情
報
が
数

多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。ニ
ュ

ー
ス
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お

り
、住
民
の
方
々
が
不
安
を
感

じ
ら
れ
て
い
る
様
子
が
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
上
北
山
村
は
自

然
豊
か
な
地
域
で
あ
り
、ク
マ
も

生
息
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。

　

通
学
の
時
や
屋
外
で
遊
ん
で

い
る
時
な
ど
に
ク
マ
に
出
会
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
不

安
に
感
じ
て
い
る
人
も
い
る
と

思
い
ま
す
。そ
こ
で
、村
の
皆
さ

ん
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
に
、ど
の
よ
う
な
安
全
対
策

を
し
て
い
る
の
か
お
尋
ね
し
ま

す
。

答 
遠
藤
企
画
政
策
課
長

　

全
国
的
な
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
、

自
分
の
住
む
地
域
は
大
丈
夫
な

の
か
と
気
に
な
る
と
い
う
こ
と

は
至
極
当
然
の
こ
と
か
と
思
い

ま
す
。
私
た
ち
の
上
北
山
村
で

も
、ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
出
没
は
シ

カ
や
イ
ノ
シ
シ
の
獣
害
と
は
違

っ
た
命
に
か
か
わ
る
危
険
な
問

題
と
し
て
最
大
の
注
意
を
払
っ

て
い
ま
す
。

　

ご
心
配
の
と
お
り
、ニ
ュ
ー
ス

で
よ
く
聞
く
よ
う
に
、近
年
は

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
や
ヒ
グ
マ
の
活

動
範
囲
が
広
が
り
、人
里
近
く

で
の
目
撃
情
報
が
全
国
的
に
増

え
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
地
域

も
例
外
で
は
な
く
、12
月
6
日

に
は
西
原
地
区
の
養
漁
場
で
ク

マ
が
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

12
月
8
日
に
は
、小
橡
地
区
小

原
の
民
家
の
近
く
で
ク
マ
の
糞

や
柿
の
木
に
爪
痕
が
発
見
、確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

紀
伊
半
島
に
は
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
が
生
息
し
て
お
り
、
絶
対
安

全
だ
と
は
残
念
な
が
ら
言
え
ま

せ
ん
。

　

特
に
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は

餌
を
探
し
て
活
発
に
動
く
た
め

注
意
が
必
要
で
す
。し
か
し
、上

北
山
村
で
は
昔
か
ら
ク
マ
は
山

に
い
る
も
の
で
す
。山
で
は
「
ク

マ
ハ
ギ
」
と
言
っ
て
杉
の
木
の
皮

を
剥
い
で
し
ま
い
、木
が
枯
れ
て

し
ま
う
と
い
う
被
害
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
は
樹
皮
の
下
の
皮
を
な

め
て
食
料
を
補
お
う
と
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
皮
を

剥
が
さ
れ
る
と
木
が
枯
れ
て
し

ま
う
の
で
、木
を
育
て
る
の
に
何

十
年
も
か
か
る
林
業
に
と
っ
て

は
大
き
な
被
害
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
山
の
中
の
被
害
で

は
な
く
、議
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
と
こ

ろ
に
出
没
す
る
と
な
る
と
大
変

な
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ク
マ
が
集
落
近
辺
に
出
て
き

て
か
ら
の
安
全
対
策
と
言
い
ま

す
と
、罠
を
仕
掛
け
る
、見
回
り

を
行
う
、そ
う
い
っ
た
こ
と
ぐ
ら

い
し
か
で
き
な
い
の
で
す
。
で

は
、ど
の
よ
う
に
し
て
皆
さ
ん
の

安
全
を
守
る
か
に
つ
い
て
は
、村

民
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、次

の
3
つ
の
方
法
で
対
策
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

1
つ
目
は
、
役
場
と
村
民
に

よ
る
情
報
共
有
を
徹
底
し
て
い

ま
す
。ク
マ
対
策
で
一
番
大
切
な

の
は
、ク
マ
が
ど
こ
に
い
る
か
を

す
ぐ
に
知
る
こ
と
で
す
。も
し
ク

マ
を
見
か
け
た
り
、足
跡
や
糞

を
見
つ
け
た
り
し
た
場
合
は
、す

ぐ
に
役
場
に
連
絡
し
て
も
ら
い
、

す
ぐ
に
か
み
き
た
通
信
で
放
送

を
し
、
地
域
全
体
へ
注
意
を
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、目
撃
情
報
が
あ
っ
た

場
所
の
周
辺
は
、役
場
の
職
員

や
警
察
、狩
猟
す
る
人
た
ち
の

団
体
で
あ
る
村
の
猟
友
会
が
巡

回
し
て
安
全
を
確
認
し
ま
す
。

　

2
つ
目
は
、ク
マ
を
人
里
に
呼

ば
な
い
環
境
づ
く
り
を
し
て
い

ま
す
。ク
マ
が
人
里
に
近
づ
い
て

く
る
一
番
の
理
由
は
、餌
が
あ
る

こ
と
で
す
。

　

ク
マ
に
こ
の
場
所
に
は
食
べ

物
が
な
い
と
思
わ
せ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
具
体
的
な
取
り
組

み
と
し
て
は
、村
民
の
皆
さ
ん
に

は
生
ご
み
や
食
べ
残
し
は
ク
マ

が
臭
い
で
引
き
寄
せ
ら
れ
る
一

番
の
原
因
と
な
り
ま
す
か
ら
、

ご
み
の
収
集
日
以
外
は
外
に
出

さ
ず
、戸
締
ま
り
を
し
っ
か
り
し

て
屋
内
に
保
管
す
る
な
ど
、動

物
を
寄
せ
付
け
な
い
よ
う
な
管

理
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、柿
な
ど
の
果
実
や
野

菜
の
残
り
を
畑
に
そ
の
ま
ま
に

せ
ず
、片
付
け
て
も
ら
う
よ
う

に
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。そ
の

ほ
か
に
も
、
家
の
周
り
や
草
や

藪
が
茂
っ
て
い
る
と
、ク
マ
が
人

目
に
つ
か
ず
隠
れ
や
す
く
な
り

ま
す
か
ら
、定
期
的
な
草
刈
り

を
住
民
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

3
つ
目
は
、外
出
時
の
自
分
の

身
は
自
分
で
守
る
対
策
で
す
。

ク
マ
と
出
会
わ
な
い
こ
と
が
自

分
を
守
る
最
大
の
対
策
で
す
。

具
体
的
な
取
り
組
み
は
、音
で

人
が
い
る
こ
と
を
ク
マ
に
知
ら

せ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。山
や
森

に
入
る
時
、
あ
る
い
は
朝
夕
の

散
歩
の
時
に
は
、熊
鈴
や
ス
マ
ホ

で
音
楽
を
鳴
ら
す
、あ
る
い
は
ラ

ジ
オ
を
聴
く
な
ど
、
常
に
音
の

出
る
も
の
を
身
に
つ
け
て
、ク
マ

に
人
間
の
存
在
を
知
ら
せ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、特
に
夜
間
や
早
朝
は
、

で
き
る
だ
け
一
人
で
は
な
く
複

数
人
で
行
動
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。こ
こ
で
、こ
ど
も
議

会
の
議
員
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い

が
あ
り
ま
す
。ク
マ
は
と
て
も
力

が
強
く
、危
険
な
野
生
生
物
で

す
。ク
マ
に
出
会
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、絶
対
に
大
声
を
出
し
た
り
、

走
っ
て
逃
げ
た
り
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　

そ
れ
は
ク
マ
を
興
奮
さ
せ
て

し
ま
う
か
ら
で
す
。
ま
ず
落
ち

着
い
て
ゆ
っ
く
り
と
背
中
を
見

せ
ず
に
後
ず
さ
り
し
て
、
そ
の

場
を
離
れ
る
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。ま
た
、子
熊
を
見
か
け
て
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も
近
く
に
は
必
ず
母
熊
が
い
ま

す
。絶
対
に
近
づ
か
な
い
で
く
だ

さ
い
。
皆
さ
ん
が
自
分
の
地
域

に
関
心
を
持
ち
、情
報
を
共
有

し
て
く
れ
る
こ
と
が
、
安
全
な

地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
地
域
の
安

全
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
く

れ
れ
ば
大
変
あ
り
が
た
く
思
い

ま
す
。

■
島
津
江
惣
真
議
員

問 

ク
マ
や
野
生
動
物
へ
の

対
策
に
つ
い
て

　

ク
マ
や
野
生
動
物
へ
の
対
策

に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。今
年

は
全
国
的
に
ク
マ
に
よ
る
被
害

が
増
え
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。上
北
山
村
で
も
山
が
近
く
、

野
生
動
物
が
身
近
に
い
る
環
境

で
す
が
、ク
マ
へ
の
対
策
は
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。ま
た
、学
校
の
周
り
や
生
活

の
中
で
野
生
動
物
を
見
か
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
が

安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
れ
る

よ
う
、村
で
は
ど
の
よ
う
な
対

策
を
し
て
い
る
の
か
お
尋
ね
し

ま
す
。

答 

中
垣
内
教
育
長

　

先
ほ
ど
金
岩
議
員
の
ご
質
問

に
企
画
政
策
課
長
か
ら
回
答
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
お
り
、全
国

的
な
ク
マ
の
被
害
の
増
加
を
受

け
、上
北
山
村
で
も
対
策
を
強

化
し
て
お
り
、役
場
と
村
民
に

よ
る
情
報
共
有
の
徹
底
、ク
マ

を
人
里
に
呼
ば
な
い
環
境
づ
く

り
、外
出
時
の
自
分
の
身
は
自

分
で
守
る
対
策
を
村
民
の
皆
さ

ん
に
お
願
い
し
て
対
策
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
村
全
体
で
の
ク
マ

対
策
に
加
え
、皆
さ
ん
が
毎
日

通
い
、多
く
の
時
間
を
過
ご
し
て

い
る
学
校
の
周
り
に
つ
い
て
も
、

安
心
し
て
学
校
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、
野
生
生
物
へ
の
対
策
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。今
年
度
は
、学

校
の
建
物
を
安
全
に
使
っ
て
い

く
た
め
、長
寿
命
化
工
事
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
工
事
の
中
で
校
門
の
前

に
あ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
フ
ェ
ン

ス
を
野
生
動
物
が
入
り
に
く
い

よ
う
に
、こ
れ
ま
で
よ
り
も
高

い
フ
ェ
ン
ス
に
取
り
換
え
て
い

く
予
定
で
す
。こ
の
フ
ェ
ン
ス
の

取
り
替
え
に
よ
り
、シ
カ
な
ど

の
野
生
動
物
が
学
校
の
中
に
入

り
に
く
く
な
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。た
だ
し
、野
生
動
物
は

山
の
自
然
の
中
で
生
活
を
し
て

い
る
た
め
、フ
ェ
ン
ス
の
取
り
換

え
だ
け
で
完
全
に
防
ぐ
こ
と
は

難
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、学
校
の
中
に
あ

る
皆
さ
ん
が
授
業
等
で
使
っ
て

い
る
畑
で
育
て
て
い
る
作
物
の

あ
る
畑
に
つ
い
て
は
、野
生
生
物

に
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
に
畑
の

周
り
に
囲
い
を
設
け
る
な
ど
、で

き
る
だ
け
早
く
対
策
を
行
い
ま

す
。こ
の
よ
う
に
、村
全
体
で
行

っ
て
い
る
対
策
と
併
せ
て
、学
校

の
周
り
で
も
一
つ
一
つ
の
対
策

を
重
ね
な
が
ら
、皆
さ
ん
も
少

し
で
も
安
心
し
て
学
校
生
活
を

送
れ
る
環
境
づ
く
り
に
村
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
学
校
の
先
生
方
や

関
係
す
る
方
々
と
相
談
し
な
が

ら
、状
況
に
応
じ
て
応
じ
た
対

策
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

問 

村
の
未
来
に
つ
い
て

　

村
の
未
来
に
つ
い
て
お
尋
ね

し
ま
す
。近
年
、上
北
山
村
を
訪

れ
る
観
光
客
の
方
が
増
え
て
き

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
賑

や
か
な
場
面
も
増
え
て
き
て
、

と
て
も
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り

ま
す
。し
か
し
、そ
の
一
方
で
人

口
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
将
来
が
ど
う
な

っ
て
し
ま
う
の
か
と
不
安
に
思

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
上
北
山
村
は
ど

の
よ
う
な
進
歩
を
遂
げ
て
い
く

の
で
し
ょ
う
か
。村
長
さ
ん
は
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

お
尋
ね
し
ま
す
。

答 

村
長

　

ご
質
問
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
島
津
江
議
員
の
観
光
に

来
る
人
は
増
え
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
の
に
、村
の
人
口
は
減
り

続
け
て
い
る
。こ
の
ま
ま
上
北
村

は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
と

い
う
質
問
は
、皆
さ
ん
が
本
気

で
未
来
の
こ
と
を
考
え
て
く
れ

て
い
る
か
ら
こ
そ
出
て
く
る
、と

て
も
大
切
な
問
い
だ
と
思
い
ま

す
。

　

私
自
身
も
は
っ
と
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。さ
て
、ま
ず
人
口
が
減

っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
お
話
し

い
た
し
ま
す
。
こ
れ
は
上
北
山

村
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
本
の
多
く
の
地
域
で
子

供
が
少
な
く
な
り
お
年
寄
り
が

増
え
て
い
ま
す
。ま
た
、若
い
人

が
学
校
や
仕
事
の
た
め
に
都
会

へ
出
て
い
く
流
れ
も
あ
り
ま
す
。

　

小
さ
な
村
ほ
ど
そ
の
影
響
を

強
く
受
け
て
し
ま
い
ま
す
。し
か

し
、人
口
が
減
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
村
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
数
が

少
な
く
な
っ
て
も
元
気
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
村
に
は
大
き
な

意
味
と
可
能
性
が
ご
ざ
い
ま
す
。

一
方
で
、
上
北
山
村
に
は
豊
か

な
自
然
や
文
化
、温
泉
な
ど
の

魅
力
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、村
を
訪
れ
る
観

光
客
は
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て

い
ま
す
。こ
れ
は
村
に
と
っ
て
大

き
な
チ
ャ
ン
ス
で
す
。観
光
は
村

の
経
済
を
支
え
、新
し
い
仕
事

を
生
み
出
す
き
っ
か
け
に
も
な

り
ま
す
。た
だ
し
、観
光
だ
け
に

頼
る
の
で
は
な
く
、そ
こ
で
出
た

お
金
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
、村

の
暮
ら
し
を
よ
り
良
く
す
る
こ

と
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

で
は
、こ
れ
か
ら
村
を
良
く
し

て
い
く
た
め
に
何
が
大
切
な
の

で
し
ょ
う
か
。私
は
特
に
次
の
3

つ
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

1
つ
目
は
、
ず
っ
と
進
み
続

け
、ず
っ
と
住
み
た
い
と
思
え
る

村
づ
く
り
で
す
。病
院
や
交
通
、

防
災
な
ど
生
活
に
欠
か
せ
な
い

こ
と
を
し
っ
か
り
守
り
、お
年
寄

り
も
子
供
も
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
環
境
を
整
え
ま
す
。

　

ま
た
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て
、村

の
外
と
の
つ
な
が
り
を
強
め
る

取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。
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2
つ
目
は
、
村
の
良
さ
を
活

か
し
た
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
で
す
。

自
然
や
文
化
を
大
切
に
守
り
な

が
ら
、そ
れ
を
観
光
や
特
産
品

づ
く
り
に
生
か
し
、
仕
事
や
人

と
の
交
流
を
増
や
し
て
い
き
ま

す
。

　

村
の
外
の
人
と
の
つ
な
が
り

は
、小
さ
な
村
に
と
っ
て
大
き
な

力
と
な
り
ま
す
。

　

3
つ
目
は
、若
い
世
代
が
将
来

の
夢
を
描
け
る
村
で
す
。
皆
さ

ん
が
一
度
村
の
外
に
出
て
も
、い

つ
か
戻
っ
て
い
き
た
い
、村
の
た

め
に
何
か
を
し
た
い
と
思
え
る

よ
う
な
環
境
を
つ
く
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

勉
強
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
、新

し
い
働
き
方
に
対
応
す
る
こ
と

で
将
来
の
選
択
肢
を
広
げ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。こ
の

3
つ
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

ま
ず
村
の
経
済
を
し
っ
か
り
さ

せ
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
働
く

場
所
や
仕
事
を
つ
く
り
、安
定

し
た
収
入
を
得
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

わ
か
り
や
す
く
言
う
と
、ま

ず
住
み
続
け
た
い
村
を
つ
く
り
、

そ
の
中
で
仕
事
や
に
ぎ
わ
い
を

生
み
出
し
、
結
果
と
し
て
若
い

人
が
将
来
を
考
え
ら
れ
る
村
に

し
て
い
く
こ
と
が
行
政
と
し
て

の
大
切
な
役
目
だ
と
思
っ
て
ま

す
。そ
し
て
も
う
一
つ
忘
れ
て
は

い
け
な
い
の
は
、気
持
ち
の
問
題

で
す
。

　

村
が
こ
れ
か
ら
も
続
い
て
い

く
た
め
に
は
、
村
を
大
切
に
思

う
気
持
ち
、つ
ま
り
ふ
る
さ
と
へ

の
愛
着
を
育
て
る
こ
と
も
大
事

な
こ
と
だ
と
思
っ
て
ま
す
。こ
の

よ
う
な
環
境
づ
く
り
は
、行
政

だ
け
で
は
で
き
る
も
の
で
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
村
民
一
人
ひ
と

り
が
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。

　

村
を
つ
く
り
支
え
て
い
く
の

は
村
に
住
む
皆
さ
ん
で
あ
り
、こ

こ
に
い
る
後
期
課
程
の
皆
さ
ん

も
そ
の
一
員
で
す
。皆
さ
ん
の
考

え
や
行
動
が
村
を
動
か
す
力
に

な
り
ま
す
。
上
北
山
村
の
未
来

は
誰
か
一
人
が
決
め
る
も
の
で

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。今
、議
員
が

言
っ
た
よ
う
に
、こ
の
ま
ま
で
大

丈
夫
な
の
か
と
不
安
に
思
う
こ

と
は
、そ
れ
だ
け
村
を
大
切
に
思

っ
て
い
る
証
拠
で
す
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
意
見
や
ア
イ

デ
ア
を
こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り

に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

■
森
望
夏
議
員

問 

上
北
山
村
の
魅
力
発
信

に
つ
い
て

　

上
北
山
村
の
魅
力
発
信
に
つ

い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
上
北
山

村
に
は
、こ
ん
に
ゃ
く
や
割
り
ば

し
、と
ち
も
ち
な
ど
、村
な
ら
で

は
の
特
産
品
が
あ
り
、
と
て
も

魅
力
的
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は

こ
れ
ら
の
特
産
品
を
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え

た
ら
う
れ
し
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、村
に
は
伝
統
行
事

な
ど
の
素
敵
な
文
化
も
あ
り
ま

す
。そ
れ
ら
も
一
緒
に
広
め
て
い

け
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、特
産
品
や
伝
統
行

事
な
ど
の
魅
力
を
多
く
の
人
に

伝
え
る
た
め
に
、村
で
は
今
、ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て

い
る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

答 

遠
藤
企
画
政
策
課
長

　

森
議
員
の
地
域
の
宝
を
大
切

に
し
た
い
と
い
う
熱
意
が
伝
わ

る
質
問
だ
と
思
い
ま
す
。ま
ず
、

地
域
の
特
産
品
を
広
め
る
た
め

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。上
北
山
村
に
は
こ
ん
に

ゃ
く
、割
り
ば
し
、と
ち
も
ち
、

そ
の
ほ
か
に
も
木
工
品
や
ゐ
ざ

さ
寿
司
、鹿
肉
、し
し
肉
、ア
マ

ゴ
な
ど
、山
間
地
な
ら
で
は
の
魅

力
的
な
特
産
品
や
受
け
継
が
れ

て
き
た
大
切
な
特
産
品
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
地
域
外
の
人
に
知

っ
て
も
ら
い
、実
際
に
来
て
も
ら

う
、買
っ
て
も
ら
う
た
め
、村
は

Ｐ
Ｒ
活
動
を
し
て
い
ま
す
。村
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
ペ
ー
ジ

を
設
け
て
い
る
ほ
か
、村
の
発
行

す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
し

て
紹
介
し
て
い
ま
す
。ま
た
、奈

良
県
内
外
で
行
わ
れ
る
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
宣

伝
・
販
売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、12
月
13
日
、議
員

の
皆
さ
ん
が
耐
寒
マ
ラ
ソ
ン
で

走
っ
た
日
に
奈
良
市
で
開
催
さ

れ
た
奈
良
マ
ラ
ソ
ン
の
受
付
会

場
に
て
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、議
員
の
皆
さ
ん
が
遠
足

で
訪
問
し
、10
月
に
閉
幕
し
た

大
阪
関
西
万
博
で
は
、9
月
に

2
日
間
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布

し
て
宣
伝
を
行
い
、ま
た
4
月

に
は
4
日
間
販
売
を
行
い
ま
し

た
。

　

ま
た
、皆
さ
ん
も
耳
に
し
た

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

ふ
る
さ
と
納
税
と
い
う
制
度

で
、上
北
山
村
に
寄
附
を
し
て

く
れ
た
方
に
お
返
し
と
し
て
返

礼
品
を
送
付
す
る
の
で
す
が
、

そ
の
返
礼
品
を
選
ん
で
い
た
だ

く
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ス

ト
に
村
の
特
産
品
を
た
く
さ
ん

載
せ
て
お
り
ま
す
。

　

特
産
品
に
つ
い
て
も
、現
在
の

取
り
組
み
と
し
て
は
以
上
の
よ

う
な
こ
と
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、伝
統
行
事
を
多
く
の

人
に
伝
え
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。
上
北
山
村

の
伝
統
行
事
と
い
え
ば
、1
月

8
日
に
河
合
地
区
で
行
わ
れ
る

「
八
日
薬
師
」
、7
月
に
西
原
地

区
、小
橡
地
区
で
行
わ
れ
る
「
虫

送
り
」
、各
地
区
で
春
と
秋
に
行

わ
れ
る
神
社
の
祭
り
や
盆
踊
り

な
ど
、地
区
が
主
体
と
な
っ
て
行

わ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、最
近
で
は
5
月
の
大
台

ヶ
原
マ
ラ
ソ
ン
、9
月
の
ヒ
ル
ク

ラ
イ
ム
大
台
ヶ
原
な
ど
、役
場
と

地
域
の
人
が
協
力
し
て
行
っ
て

い
る
行
事
も
あ
り
ま
す
。
特
産

品
を
広
め
る
の
と
同
じ
で
、行

事
を
地
域
外
の
人
に
知
っ
て
も

ら
い
、実
際
に
来
て
も
ら
う
た
め

に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
し
た

り
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
て
Ｐ
Ｒ
活
動
を

し
て
お
り
ま
す
が
、地
域
で
行

わ
れ
て
い
る
行
事
は
議
員
の
皆

さ
ん
も
参
加
さ
れ
て
い
る
の
で

わ
か
る
と
思
う
の
で
す
が
、規
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模
が
そ
ん
な
に
大
き
い
も
の
で

は
な
い
た
め
、あ
ま
り
多
く
の
人

が
押
し
寄
せ
て
も
駐
車
場
の
問

題
や
い
る
場
所
、見
る
場
所
の

問
題
な
ど
、受
け
入
れ
側
が
困
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、村
と
し
て
も
大
々
的
に
Ｐ
Ｒ

活
動
を
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
方
、役
場
と
地
域

の
人
が
協
力
し
て
行
う
マ
ラ
ソ

ン
や
自
転
車
の
大
会
は
、
議
員

の
皆
さ
ん
の
や
ま
ゆ
り
学
園
の

運
動
場
や
と
ち
の
き
セ
ン
タ
ー

の
駐
車
場
を
借
り
る
こ
と
に
よ

り
、駐
車
場
を
確
保
し
て
一
人

で
も
多
く
の
方
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
上
北
山
村
に
来
て
も
ら

え
る
よ
う
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用
し
て
Ｐ
Ｒ
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
2
つ
の
大
会
は
、や
ま
ゆ

り
学
園
の
一
部
の
生
徒
さ
ん
や

先
生
方
に
も
お
手
伝
い
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。伝
統
行
事
に
つ
い

て
の
現
在
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ

て
い
ま
す
。

問 

上
北
山
村
の
自
然
と
観

光
の
両
立
に
つ
い
て

　

上
北
山
村
の
自
然
と
観
光
の

両
立
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

上
北
山
村
に
は
き
れ
い
な
山

や
川
な
ど
自
然
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
そ
の
自
然
に
惹
か
れ

て
観
光
に
来
る
人
も
増
え
て
い

る
と
思
い
ま
す
。で
も
そ
の
一
方

で
、自
然
を
大
切
に
し
て
い
く
こ

と
が
と
て
も
大
事
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

例
え
ば
、ご
み
を
持
ち
帰
っ
て

も
ら
う
こ
と
や
自
然
を
守
る
ル

ー
ル
に
つ
い
て
、ポ
ス
タ
ー
を
掲

示
し
た
り
、呼
び
か
け
を
行
っ
た

り
す
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い

ま
し
た
。そ
こ
で
、村
の
自
然
を

守
り
な
が
ら
観
光
を
楽
し
ん
で

も
ら
う
た
め
に
、
現
在
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る

の
か
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

答 

遠
藤
企
画
政
策
課
長

　

森
議
員
の
言
う
と
お
り
美

し
い
自
然
を
守
る
と
い
う
こ
と

は
、こ
の
地
域
の
観
光
と
暮
ら

し
の
土
台
で
す
。
自
然
を
壊
し

て
し
ま
っ
た
ら
、誰
も
こ
の
場
所

に
行
き
た
い
と
思
わ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
観
光
客
が
増

え
る
こ
と
は
う
れ
し
い
こ
と
で

す
が
、自
然
が
壊
れ
て
し
ま
っ
て

は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
こ
の
地
域
に
来
た

人
に
、こ
の
地
域
の
宝
物
を
大

切
に
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
一

番
大
切
だ
と
考
え
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
上
北
山
村
の
自
然

と
い
え
ば
、
山
と
川
で
す
。
山

登
り
は
し
ん
ど
い
で
す
し
、
誰

も
が
登
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。ま
た
、登
山
さ
れ
る
方
の
マ

ナ
ー
は
最
近
良
く
な
っ
て
い
る

よ
う
で
、
ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
る

場
合
も
あ
り
ま
す
が
、飴
の
包

み
紙
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
不
注

意
で
落
と
し
て
し
ま
っ
た
よ
う

な
ゴ
ミ
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
よ
う
な
の
で
、
今
回
は

子
供
か
ら
大
人
ま
で
気
軽
に
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
川
遊
び
に

関
わ
る
こ
と
で
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
を
答
弁
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

上
北
山
村
で
は
、環
境
パ
ト

ロ
ー
ル
と
い
う
見
回
り
を
し

て
く
れ
る
人
を
雇
用
し
て
、普

段
か
ら
道
路
横
の
ゴ
ミ
拾
い
や

公
衆
ト
イ
レ
の
清
掃
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
河
川
利
用
者
が

増
え
る
夏
は
こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
を
増
員
し
て
い
る
の
と
、
お

盆
の
観
光
客
が
多
い
時
期
に
は

役
場
の
職
員
が
河
川
の
ゴ
ミ
を

拾
い
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、マ
ナ
ー
を
守
っ

て
も
ら
う
た
め
に
、
河
川
へ
の

入
り
口
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
火

気
の
使
用
、ゴ
ミ
の
放
置
、水
を

汚
す
行
為
は
や
め
て
く
だ
さ
い

と
呼
び
か
け
る
看
板
や
ゴ
ミ
の

持
ち
帰
り
を
呼
び
か
け
る
看
板

を
設
置
し
て
い
ま
す
。ま
た
、今

年
は
8
月
の
お
盆
期
間
中
の
11

時
と
13
時
に
、村
の
屋
外
ス
ピ

ー
カ
ー
で
環
境
美
化
へ
の
協
力

の
お
願
い
の
放
送
を
流
し
た
り

し
ま
し
た
。

　

去
る
11
月
8
日
に
や
ま
ゆ
り

学
園
で
行
わ
れ
た
ふ
れ
あ
い
文

化
祭
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の

中
の
生
徒
児
童
会
に
よ
る
発

表
で
は
、観
光
客
の
夏
の
川
遊

び
で
の
問
題
行
動
を
取
り
上
げ

て
、劇
で
児
童
生
徒
の
皆
さ
ん

が
演
じ
て
い
ま
し
た
が
、こ
れ

を
見
て
村
と
し
て
も
河
川
利
用

に
関
わ
る
問
題
に
し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
の
川
遊
び
で
は
、

多
く
の
人
が
訪
れ
て
、迷
惑
駐

車
や
ゴ
ミ
の
放
置
、
勝
手
に
人

の
家
の
ト
イ
レ
を
使
っ
た
り
、

騒
い
だ
り
、橋
か
ら
飛
び
込
む

よ
う
な
マ
ナ
ー
違
反
な
ど
の
問

題
が
多
か
っ
た
か
ら
で
す
。
お

そ
ら
く
皆
さ
ん
も
今
年
の
夏
の

状
況
を
見
ら
れ
て
問
題
だ
な
と

思
っ
た
か
ら
、
文
化
祭
で
テ
ー

マ
に
挙
げ
た
の
か
な
と
思
い
ま

す
。

　

村
で
は
来
年
も
同
じ
よ
う

な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
け
ば

よ
い
の
か
、10
月
16
日
に
河
川

利
用
の
検
討
会
と
い
う
も
の
を

開
い
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ
の

後
も
11
月
13
日
、12
月
2
日
と

合
計
3
回
開
催
を
し
ま
し
た
。

ま
さ
に
こ
の
検
討
会
は
、
議
員

ご
質
問
の
村
の
自
然
を
守
り
、

村
の
人
の
暮
ら
し
を
守
り
な
が

ら
、ど
う
す
れ
ば
観
光
を
楽
し

ん
で
も
ら
え
る
の
か
と
い
う
答

え
を
探
す
た
め
の
村
の
取
り
組

み
で
す
。

　

そ
の
中
で
、来
年
の
夏
の
川

遊
び
に
向
け
て
、ポ
ス
タ
ー
で

は
な
い
の
で
す
が
、
新
た
な
看

板
の
設
置
や
ガ
ー
ド
マ
ン
の
配

置
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
啓
発
な
ど
の
対
策
を
考

え
て
い
ま
す
。そ
の
ほ
か
に
も
、

先
日
三
重
県
の
町
で
行
わ
れ
た

ス
ポ
ご
み
大
会
と
い
う
3
人
か

ら
5
人
の
チ
ー
ム
で
制
限
時
間

内
に
決
め
ら
れ
た
エ
リ
ア
内
の

ゴ
ミ
を
拾
い
、ゴ
ミ
拾
い
の
ゴ
ミ

の
質
と
量
を
ポ
イ
ン
ト
で
競
い

合
う
と
い
う
ス
ポ
ー
ツ
化
し
た

イ
ベ
ン
ト
に
役
場
の
職
員
に
参

加
し
て
も
ら
い
、
上
北
山
村
で

も
で
き
な
い
の
か
検
討
も
し
て

お
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
に
よ
り
、観
光
客
の

皆
さ
ん
に
こ
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
自
然
を
守
っ 

て
い
る
と
い

う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

11

広　報 かみきたやま



村の出来事Topics

800年以上続く伝統行事　八日薬師800年以上続く伝統行事　八日薬師
　1月8日（木）、河合景徳寺の裏庭において、無形民俗文化財に指定されている伝統行事の八日薬
師「弓矢祭」が古式ゆかしく行われました。
　今年の射手は、禰宜に金岩佑真くん、上殿に島津江惣真くん、下殿に金岩奏佑くん、射返しに
小谷海くんが選ばれ、見学者が見守る中、30ｍ以上先の的をめがけて弓を引きました。

成人を祝う会成人を祝う会
　1月11日（日）上北山村振興センターにて上北山村成人を祝う会が行われました。
　式では教育委員の式辞、教育長による記念品の贈呈、村長及び議長からの祝辞が述べられたあ
と、田垣内蓮さんが成長していく過程の写真がスクリーンに映し出される中、両親や恩師、村の
方々への感謝の想いや将来の夢などが述べられました。

　成人を迎えられた田垣内蓮さんからメッセージをいただきましたので、紹介します。

〈今後の抱負や思い出〉
　この度、無事二十歳をここ上北山村で迎えることができ、大変嬉しく思います。ここまで歩んでこ
られたのは育ててくれた両親、熱心にご指導していただいた先生方、並びに温かく見守ってくださっ
た地域の方々の支えがあったからです。改めて深く感謝申し上げます。
　現在、私は大学で経営学及び経済学を学んでいます。それらの視点を
活かし、上北山村をはじめ地域や社会の課題解決に取り組んでいきたい
です。また、この節目を機に責任ある大人としての自覚を持ち、日々精
進していきたいと思います。 

〈村に一言〉 
　「化粧して樹氷うたいし大台の麓でもえるは情の花」 
　上北山村はいつまでも愛すべき私の故郷です。 田垣内　蓮さん

たがいと　　　れん

た
。

　
そ
の
分
、
家
族
で
景
色
を
楽
し
み

な
が
ら
移
動
で
き
る
時
間
が
増
え
、

日
常
の
中
で
自
然
を
身
近
に
感
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
自
然
が
身
近
に
あ
り
、

地
域
の
方
々
が
温
か
く
見
守
っ
て
く
だ

さ
る
上
北
山
村
は
、
子
育
て
も
し
や

す
い
環
境
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　Ｑ 

移
住
し
て
大
変
だ
っ
た

　
　

 

こ
と
は
？

　
自
然
が
豊
か
な
分
、
虫
が
多
く
、

刺
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
最
初
は
驚
き
ま
し
た
が
、
少
し
ず

つ
対
策
に
も
慣
れ
て
き
ま
し
た
。

　Ｑ 

上
北
山
村
の
第
一
印
象
と
、

　
　

 

今
の
印
象
は
？

　
第
一
印
象
と
大
き
く
は
変
わ
り
ま

せ
ん
が
、
実
際
に
暮
ら
し
て
み
る
と
、

優
し
く
温
か
い
方
が
多
く
、
子
ど
も

に
も
声
を
か
け
て
く
だ
さ
る
な
ど
、

と
て
も
住
み
や
す
い
村
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　Ｑ 

村
内
で
お
気
に
入
り
の

　
　

 

ス
ポ
ッ
ト
は
？

　
北
山
宮
で
す
。

　
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
で
、
気

持
ち
が
落
ち
着
き
、
家
族
で
も
よ
く

訪
れ
て
い
ま
す
。

　Ｑ 

移
住
し
て
か
ら
印
象
に

　
　

 

残
っ
た
出
来
事
は
？ 

　
お
祭
り
や
伝
統
行
事
が
多
く
、
村

全
体
で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。

　
子
ど
も
も
地
域
の
行
事
に
参
加
で

き
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ら
れ

る
の
が
印
象
的
で
し
た
。

　Ｑ 
休
日
は
何
を
し
て

　
　

 
過
ご
し
て
い
ま
す
か
？

　
買
い
物
や
映
画
鑑
賞
を
し
た
り
、

家
で
お
菓
子
作
り
を
し
た
り
し
て
、

家
族
と
ゆ
っ
た
り
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　Ｑ 

移
住
を
決
め
た
き
っ
か
け
は
？

　
看
護
師
の
求
人
を
見
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。

　
自
然
に
囲
ま
れ
た
上
北
山
村
は
、

仕
事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
場
所

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
移
住
を
考
え
て
い
る
方
に
は
、
ぜ

ひ
一
度
こ
の
村
の
空
気
や
人
の
温
か

さ
を
感
じ
て
み
て
ほ
し
い
で
す
。

　Ｑ 

移
住
前
と
変
わ
っ
た
こ
と
は
？

　
車
を
運
転
す
る
機
会
が
増
え
ま
し

生年月日　令和3年8月16日

　なか  もと　　　　ゆ    い

中本　結葵ちゃん

すくすく

お母さんからの一言お母さんからの一言
『笑顔の可愛い我が家のプリンセス♪

これからもお兄ちゃんやお友達と仲良く 

すくすく元気に大きくなってね！』

『笑顔の可愛い我が家のプリンセス♪

これからもお兄ちゃんやお友達と仲良く 

すくすく元気に大きくなってね！』

次
回
、お
楽
し
み
に
!!

 

小橡在住
森　愛里さん
鹿児島県出身/
令和3年9月移住

〜
上
北
山
村
に
縁
あ
っ
て
移
り
住
ま
れ
た
方
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
〜
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近
年
、
日
本
の
税
金
に
対
し
て
不
満
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
人
が
ニ
ュ
ー
ス
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
実
際
、
税
負
担
の
軽
減
を
理
由
に
海
外
移
住
す
る
人
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
税
負
担
は
、
他

の
国
と
比
べ
て
ど
う
な
の
か
を
調
べ
ま
し
た
。

　
調
べ
て
み
る
と
日
本
の
税
率
は
、
け
っ
し
て
高
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先
進
国
の
中
で
は
比
較
的
低
い
ほ
う

だ
と
言
え
ま
す
。
今
回
比
較
す
る
税
は
、
消
費
税
で
す
。
日
本
の
消
費
税
は
二
〇
一
九
年
に
十
％
に
上
が
り

ま
し
た
。
日
本
の
消
費
税
は
年
金
や
医
療
、
介
護
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
消
費
税
が
導
入
さ
れ
て
い
る
国
の

中
で
、
五
十
一
ヶ
国
中
日
本
は
十
位
で
す
。
そ
し
て
最
も
高
い
の
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
二
十
七
％
で
最
も
低
い

の
が
カ
ナ
ダ
で
五
％
で
す
。
単
純
な
税
率
だ
け
で
考
え
る
と
日
本
は
他
国
よ
り
も
負
担
は
少
な
く
生
活
し
や

す
い
国
で
す
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
消
費
税
が
高
い
理
由
は
、
国
民
が
病
気
や
怪
我
を
し
た
時
に
使
わ
れ
る
税
金

が
多
い
か
ら
で
す
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
消
費
税
が
高
い
理
由
は
最
初
は
納
得
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
国
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
だ
と
知
っ
て
消
費
税
が
高
い
理
由
に
納
得
し
ま
し
た
。
そ
し
て
カ
ナ
ダ
の
消
費

税
が
低
い
理
由
は
、
国
が
持
っ
て
い
る
お
金
が
多
い
た
め
消
費
税
が
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

こ
の
二
つ
の
国
の
消
費
税
が
高
い
、
低
い
の
に
は
色
々
な
理
由
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
僕
は
、日
本
の
消
費
税
が
必
要
か
必
要
じ
ゃ
な
い
か
を
考
え
ま
し
た
。
僕
は
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
も
し
消
費
税
が
無
く
な
る
と
日
本
の
景
観
が
崩
れ
る
な
ど
の
こ
と
が
起
き
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら

で
す
。
だ
か
ら
消
費
税
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
は
税
金
を
取
り
す
ぎ
だ
と
最
初
は
思
い
ま
し
た
が
こ
れ
を
調
べ
て
世
界
と
比
べ
た
ら
日
本
は
意
外
に

も
税
金
を
取
っ
て
い
る
量
は
少
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
れ
ま
し
た
。
も
し
日
本
が
税
金
を
取
る
量
を
少
な
く

な
れ
ば
日
本
に
移
住
す
る
人
も
増
え
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
税
金
を
少
な
く
す
る
と
国
民
の

た
め
に
使
う
お
金
が
減
っ
て
い
く
た
め
考
え
る
必
要
が
あ
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
も
大
人
に
な
っ
た
ら

税
金
を
納
め
る
ん
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
国
税
庁
と
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
は
、
税
へ

の
関
心
や
正
し
い
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
全
国
の
中
学
生
か
ら
税
に
つ
い
て
の

作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
本
村
か
ら
応
募
し
た
上

北
山
や
ま
ゆ
り
学
園
７
年
生
の
金
岩
佑
真
さ
ん
の
作

文
が
「
上
北
山
村
長
賞
」
に
選
ば
れ
、12
月
19
日
（
金
）

に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同
学
園
９
年
生
の
金

岩
奏
佑
さ
ん
が
「
公
益
社
団
法
人
吉
野
納
税
協
会
会

長
賞
」、
７
年
生
の
島
津
江
惣
真
さ
ん
が
「
近
畿
税
理

士
会
吉
野
支
部
長
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
表
彰

「
日
本
の
税
負
担
は
他
の
国
と
比
べ
て
ど
う
な
の
か
」

上
北
山
や
ま
ゆ
り
学
園
　
第
七
学
年
　
金
岩
　
佑
真

か
ね
い
わ

ゆ
う
ま
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み
な
さ
ん
は
「
税
を
な
く
し
て
ほ
し
い
」
と
１
度
で
も
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
だ

ろ
う
。
私
だ
っ
て
「
税
が
な
か
っ
た
ら
、
安
く
物
を
買
え
る
の
に
」
と
思
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
し
か
し
、
税
の
授
業
を
し
て
も
ら
っ
た
と
き
「
税
は
大
切
な
ん
だ
」

と
思
っ
た
。

　
国
民
に
と
っ
て
税
と
は
一
体
ど
う
い
う
も
の
だ
ろ
う
。
税
は
「
国
に
渡
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
お
金
」
で
あ
る
。
税
が
あ
る
と
物
価
が
本
来
よ
り
も
高
く
な
っ
て

し
ま
う
。
税
の
授
業
を
し
て
も
ら
っ
た
と
き
、「
国
民
に
と
っ
て
大
切
な
も
の
を
サ
ー

ビ
ス
」
し
て
く
れ
る
良
い
も
の
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
変
わ
っ
た
。
私
た
ち
が
払
う

税
は
道
路
や
住
宅
、
税
の
授
業
で
話
を
し
て
も
ら
っ
た
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
や
教
育
、

地
方
の
支
援
な
ど
、
私
た
ち
に
絶
対
に
必
要
な
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
て
い
る
。
他
に

も
最
近
行
わ
れ
た
万
博
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
、
怪
我
や
病
気
に
な
っ
た
時
の
保
障
、

警
察
署
や
消
防
署
、
ご
み
処
理
施
設
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
最
初
に
書

い
た
よ
う
に
も
の
が
高
く
な
る
の
は
事
実
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
生
活
に
必
要
な

も
の
は
税
が
低
く
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
飲
食
料
品
は
10
％
の
と
こ
ろ
が
８
％
に

な
っ
て
い
る
。
他
に
も
土
地
や
教
育
関
連
の
も
の
、
医
療
費
に
は
消
費
税
が
か
か

ら
な
い
。
国
は
税
金
が
あ
る
こ
と
で
様
々
な
こ
と
を
し
て
く
れ
て
い
る
。
私
た
ち

は
税
の
お
か
げ
で
、
今
の
生
活
を
行
え
て
い
る
た
め
、
あ
り
が
た
い
な
と
思
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
と
あ
ま
り
関
わ
り
の
な
い
政
府
に
と
っ
て
の
税
と
は
一
体

ど
う
い
う
も
の
だ
ろ
う
か
。
今
年
選
挙
で
出
た
あ
る
政
治
家
は
「
Ｇ
Ｄ
Ｐ
」
と
い

う
も
の
の
話
を
し
て
い
た
。Ｇ
Ｄ
Ｐ
と
は
一
定
期
間
内
に
生
み
出
さ
れ
た
財
や
サ
ー

ビ
ス
の
付
加
価
値
の
合
計
額
で
あ
り
、
税
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。
税
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ

の
規
模
や
成
長
に
影
響
を
与
え
、Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
変
動
は
税
に
影
響
を
与
え
る
関
係
に
あ

る
。
税
は
政
府
の
財
源
と
な
っ
て
お
り
、
国
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
、
経
済

政
策
の
実
施
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
私
に
は
あ
ま
り
関
わ
り
が
な
い

が
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
に
は
関
わ
り
が
あ
る
。Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
増
加
す
る
と
、
所
得

が
増
え
、
生
活
の
質
が
向
上
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
知
り
、
私
は
、
す

ぐ
来
る
将
来
の
選
挙
の
こ
と
を
こ
れ
か
ら
は
少
し
で
も
考
え
よ
う
と
思
っ
た
。

　
税
の
こ
と
を
調
べ
て
い
る
と
、「
税
を
な
く
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
考
え
は
無
く

な
っ
た
。
も
し
、
税
が
無
く
な
っ
て
し
ま
う
と
、
い
つ
も
使
っ
て
い
る
も
の
が
ほ

と
ん
ど
有
料
に
な
り
大
変
に
な
る
。
選
挙
に
出
る
政
治
家
の
中
に
は
、
税
の
廃
止

に
つ
い
て
し
ゃ
べ
る
人
も
い
た
が
「
本
当
に
良
い
の
か
な
」
と
思
っ
た
。
税
は
国

に
と
っ
て
も
、
国
民
に
と
っ
て
も
大
切
な
存
在
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。

「
税
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
」

上
北
山
や
ま
ゆ
り
学
園
　
第
七
学
年
　
島
津
江
　
惣
真

し
ま
づ
え
　
　
そ
う
ま

　
僕
の
村
で
は
、
人
口
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
村
が
活
性
化
す
る
た
め

の
取
り
組
み
を
調
べ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
な
ど
で
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
事
が
で
き
る
と
知
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
ど
の
よ
う
な
事

が
出
来
る
の
か
を
調
べ
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
応
援
し
た
い
自
治
体
に
寄
付
金
の
使
い
道
を
指

定
し
て
寄
付
す
る
事
が
出
来
る
制
度
の
こ
と
で
す
。
納
税
し
た
人
は
住
民

税
の
控
除
や
税
務
署
か
ら
の
所
得
税
の
還
付
を
受
け
ら
れ
、
寄
付
し
た
分

か
ら
名
産
品
な
ど
の
お
礼
の
品
を
調
達
し
て
貰
え
ま
す
。
ま
た
、
自
治
体

で
は
税
収
が
増
え
た
り
、
地
域
の
宣
伝
に
な
っ
た
り
す
る
な
ど
の
利
点
が

あ
り
ま
す
。
実
際
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
使
用
し
た
人
に
は
、
実
際
に
訪

問
し
た
、
寄
付
し
た
自
治
体
の
商
品
を
意
識
的
に
選
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
人
が
居
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
僕
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
が
自
治
体
に

与
え
る
影
響
が
大
き
い
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
村

で
は
、
ど
の
よ
う
な
返
礼
品
が
あ
る
の
か
気
に
な
り
、
調
べ
て
み
ま
し
た
。

柿
の
葉
寿
司
や
と
ち
餅
な
ど
の
名
産
品
だ
け
で
な
く
、
村
の
木
を
使
っ
た

テ
ー
ブ
ル
や
箸
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
返
礼
品
に
よ
っ

て
、
村
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
え
る
た
め
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
シ
ス
テ
ム

は
と
て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
は
返
礼
品
競
争
と
い
う
問
題
が
あ
る
と
知

り
ま
し
た
。
よ
り
多
く
の
寄
付
を
貰
う
た
め
、
段
々
と
高
額
な
返
礼
品
が

増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
問
題
で
す
。
納
税
に
お
け
る
返
礼
品
の
価
値
が

上
が
っ
て
、
返
礼
品
目
的
で
ふ
る
さ
と
納
税
を
す
る
人
が
多
く
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
僕
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
で
自
治
体
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
事
は
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
返
礼
品
が
目
的
に
な
っ
て
し
ま

う
の
は
良
く
な
い
と
考
え
ま
し
た
。

　
自
分
が
自
治
体
に
行
け
な
く
て
も
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
っ
て
自
治
体

の
支
援
が
で
き
る
の
が
良
い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
返
礼
品
競
争

な
ど
の
問
題
は
あ
ま
り
あ
っ
て
ほ
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
僕
が
自
立
し

た
ら
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
使
っ
て
こ
の
村
を
支
援
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
て
他
の
自
治
体
に
つ
い
て
も
知
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
今
後
も
税
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
過
ご
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
」

上
北
山
や
ま
ゆ
り
学
園
　
第
九
学
年
　
金
岩
　
奏
佑

か
ね
い
わ

そ
う
す
け
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1
月
10
日（
土
）役
場
前
駐
車
場
に
お
い
て
、令
和
8
年
上
北

山
村
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、各
地
区
の
消
防
団
員
66
名

と
、消
防
車
両
６
台
が
参
加
し
、防
火
・
防
災
へ
の
決
意
を
新

た
に
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、国
旗
掲
揚
の
あ

と
、団
長
訓
辞
、村
長
挨
拶
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
次
に
退
団
者
1
名
、新
入
団

員
1
名
の
紹
介
、そ
し
て
消
防

活
動
に
精
励
、尽
力
さ
れ
た
団

員
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、村
議
会
よ
り
森
脇
副

議
長
、吉
野
警
察
署
岡
田
署
長
、

吉
野
消
防
署
中
辻
署
長
の
代
理

で
北
山
分
署
山
本
分
署
長
よ
り

激
励
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
退
団
者
、新
入
団
員
、表
彰
者

は
次
の
方
々
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
退
団
者

　本
部
分
団

　
　
班
　
　
長
　
德
山
　
隆
友

■
新
入
団
員

　河
合
分
団

　
　
団
　
　
員
　
松
尾
　
和
斗

■
吉
野
警
察
署
長
表
彰

　【
優
良
団
員
】

　
白
川
分
団

　
　
副
分
団
長
　
家
本
　
晃
悟

　
小
橡
分
団

　
　
団
　
　
員
　
阪
口
　
祐
弥

■
団
長
表
彰

　【
精
勤
賞
】

　
河
合
分
団

　
　
団
　
　
員
　
髙
澤
　
　
毅

　
１
月
18
日
（
日
）、黒
滝
村
農

林
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー（
奈

良
県
黒
滝
村
）で
、奈
良
県
消
防

協
会
吉
野
支
部
連
合
出
初
式
が

行
わ
れ
3
町
6
村
の
消
防
団
員

が
出
席
し
、消
防
活
動
に
尽
力

さ
れ
た
団
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。

　
本
村
の
表
彰
者
は
次
の
方
々

で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
奈
良
県
知
事
表
彰

　河
合
分
団

　
　
班
　
　
長
　
岡
　
　
周
示

■
奈
良
県
消
防
協
会
長
表
彰

　本
部
分
団

　
　
分
団
長
　
山
本
　
日
出
夫

■
奈
良
県
消
防
協
会

　
吉
野
支
部
長
表
彰

　
河
合
分
団

　
　
班
　
　
長
　
更
谷
　
亮
太

　
本
部
分
団

　
　
団
　
　
員
　
東
　
　
紘
佑

　
同
日
に
、消
防
に
尽
力
さ
れ

た
と
し
て
、昨
年
三
月
に
消
防

庁
長
官
・
日
本
消
防
協
会
長
よ

り
表
彰
さ
れ
た
団
員
に
、表
彰

の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
者
は
次
の
方
々
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

■
消
防
庁
長
官
表
彰

　【
永
年
勤
続
功
労
章
】

　白
川
分
団

　
　
団
　
員
　
森
ノ
内
　
亮

　小
橡
分
団

　
　
団
　
員
　
福
西
　
克
之

■
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

　【
功
績
章
】

　
　
団
　
長
　
小
松
　
広
一

■
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

　【
勤
続
章
】

　
本
部
分
団

　
　
分
団
長
　
山
本
　
日
出
夫

　
河
合
分
団

　
　
分
団
長
　
後
岡
　
宏
弥
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山火事予防！！
　寒風吹きすさぶこの時期、山では枯れ葉や枯れ草が多くなることに加え、
空気の乾燥等の気象条件により、山火事の発生する危険性が高い時期となっ
ています。
　山火事は一度発生してしまうと、それを消火することが難しいだけではな
く、失ってしまった貴重な森林を取り戻すには、長い年月と多くの労力を要
することになります。

以上の結果を踏まえて、山火事をおこさないためには…

１　火を使用する際は目を離さず、使用後は完全に消火する。

２　強風時及び乾燥時は、たき火、火入れをしない。　　　　

３　たばこを吸った後は、完全に消火し、投げ捨てないこと。

みんなで山火事を防止し、美しい自然を守りましょう

防ごう！ストーブ火災！
　寒い季節を迎え、ストーブなどの暖房器具を使うご家庭も多くなると思います。冬場は空気が乾燥
するため、火災が発生しやすい季節です！ちょっとした不注意や誤った使用方法が大きな火災へとつ
ながってしまいます。使い慣れているからと油断せず、正しい方法で暖房器具を使用し、火災を未然
に防ぎましょう。

　就寝時につけたままだと火災が発生しても気づくことができず、逃げ遅れの原因にもなります。
消火したことを確認してから就寝しましょう。

　洗濯物に着火すると、あっという間に燃え広がってしまいます。
洗濯物は離れた場所で乾燥させましょう。

　ストーブの近くに寝具、衣類、カーテンなど燃えやすいものを置かないようにしましょう。

１位　たき火

３位　放火（疑い含む）

２位　火入れ

４位　たばこ

山火事（林野火災）の直接的な原因ってどんなものがあるでしょうか。

つけたまま寝ない！

近くに燃えやすい物を置かない！

ストーブの上や近くで洗濯物を乾かさない！

　石油ストーブに灯油を給油するときは、必ず火を消してから行いましょう。また、給油の際は火気の
無い風通しの良い場所で行い、キャップを確実に閉めて燃料漏れが無いことを確認してください。

使用中の給油は絶対にしない！

奈良県広域消防組合 吉野消防署 TEL 0746-32-1011
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「林野火災注意報・警報」

近年の林野火災の多発により火災予防条例が改正され、
「林野火災注意報」と 「林野火災警報」が新設され、林野火災の予防上、注意を要する気象又は危険な
気象状況になれば、 火の使用を制限する努力義務 又は 義務 を課すこととなりました。

「林野火災警報 」 が発令されると、火 の使用制限がさ
れるから、届出をしていても 延期又は中止をしてもら
う必要があるほろ！！届出はホームページからダウン
ロードしてほろ！！！

林野火災が多発する１月～５月まで 発令時は、SNS や消防車両の巡回等でお
知らせします。

詳しくはQRコード
より当組合の HP 
をご覧ください

令和８年１月１日から

運用開始!!

令和８年１月１日から

「たき火」の届出 が義務化されます！

改正概要

たき火の対象となる行為の例

火の使用制限事項

対象期間

１．
２．
３．
４．

山林、原野等においての火入れ
煙火の消費
屋外においての火遊び又はたき火
屋外において、引火性又は爆発性の物品
その他可燃物の付近での喫煙

５．
６．
７．

山林、原野等の場所での喫煙
残火、取灰又は火粉の始末
屋内において、窓、出入口等を
開けたままでの裸火使用

周知方法

林野火災注意報・
警報発令状況は右
記QR コードを読
み取り HP で確認
下さい
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税理士による　上北山村・下北山村
合同確定申告相談会のご案内 【無料】

◆税理士による上・下北山村合同確定申告相談会

令和8年度　村民税・県民税申告について

・資産(土地・建物や株式等)の譲渡、贈与税、相続税、山林所得の相談は行いません。

・ご来場の際には、前年分の申告書の控え、決算書・収支内訳書等の控え、源泉徴収票や所得
控除に係る各種証明書など申告書作成に必要な書類、還付金振込先の分かるもの等、及び
個人番号カード（又は個人番号通知カードと本人確認書類【運転免許証・健康保険被保険者
証等】）をご持参ください。

・予約不要ですが、混雑状況等によりお待ちいただくことがあります。また、交通事情や天候等
により、相談開始時間が遅れる場合があります。

　この申告はみなさんの村県民税・国民健康保険税を正しく算出する基礎となるだけではな
く、所得証明・課税証明などの各種発行にも重要なものです。前年度中に所得がなかった方に
ついても、できるだけ詳細に内容を記載してください。

提出が必要な方は以下のとおりです。
①国民健康保険・後期高齢者医療保険・介護保険に加入している方
②福祉医療制度の受給者
③国民年金に加入している方
④児童手当などの受給の認定を受ける方
⑤村営住宅に入居している方
⑥保育園児の保護者
⑦他の人に扶養されている方
⑧所得証明・（非）課税証明の交付を必要とする方
　※他にも申告が必要な場合があります。

ただし、以下に該当する方につきましては提出していただく必要はありません。
①所得税の確定申告をされる方
②前年中の給与収入が１カ所のみで、年末調整が済み、勤務先から上北山村役場に給与支払
報告書が提出されている方

③前年中の収入が公的年金のみで、日本年金機構から上北山村役場に公的年金支払報告書が
提出されている方

日時 ：令和８年2月19日(木)  13時～16時
場所 ：上北山村振興センター２階会議室

【お問合わせ】　役場住民課 TEL 3-0223

お問合わせ
役場住民課税務係 TEL ： ３－０２２３
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注目!

必要!
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火 災 時 の 通 報
　１１９通報（消防署）
と同時に、役場にも必
ず通報してください。

役　場（代表）２－０００１

ワースリビングかみきた
　診療所
（休日及び午後５時15分以降
　は、役場に転送されます。）

２－００１６

　保健福祉課
　社会福祉協議会

３－０３８０

２－０１２９

教育委員会 ２－００６６

上北山やまゆり学園
２－００２７

やまゆり保育園
２－０２３０

村民総合会館 ３－０３３０

総務課 2－0 0 0 1
企画政策課 2－0 0 0 2
建設課 2－0 0 0 3
住民課 3－0 2 2 3
出納室 9－0 2 0 7
議会事務局 9－0 7 0 3

白川公民館 ３－０１２０

ふるさとふれあい会館
３－０２１８

上下北山衛生センター
　し　尿
　ゴ　ミ

５－２２２７
５－２２５１

吉野警察署河合駐在所

吉野消防署北山分署
２－０００５

５－２４５０

吉野土木事務所
工務第二課 ２－００９８

一般社団法人
ツーリズムかみきた２－０102

関西電力送配電㈱高田配電営業所
０８００－７７７－８８１０

　毎年3月末は、決算期や自動車税の賦課期日の終期等による影響を受
け、自動車の検査・登録の各種申請が窓口に集中します。
　この時期は、申請者の皆さま方には長時間お待ちいただくなど大変ご不
便をおかけすることとなります。
　このような状況を緩和するため、自動車の移転登録（名義変更）や抹消
登録（廃車）等の各種手続き及び検査につきましては、できるだけ早期に済
まされるようお願いします。
　登録及び検査関係の案内につきましては、自動車検査登録総合ポータル
サイトにて必要書類等のご案内をしているほか、ヘルプデスク「050ー
5540ー2063」でもご案内しています。
（自動音声案内は24時間ご利用可能）

自動車検査登録総合
ポータルサイトQRコード

■出願期間
　第 1 回：令和 7 年 11 月 26 日（木）～令和 8 年 2 月 27 日（金）
　第 2 回：令和 8 年 2 月 28 日（土）～ 3 月 16 日（月）
■出願方法
　郵送及びインターネット
■出願資格
①満 15 歳以上の方なら、1 科目から学習する科目履修生または選科履修生
として入学できます。キャリアアップや自己実現など、生涯学習を目指せま
す。

②満 18 歳以上で高校卒業等の大学入学資格をお持ちの方は、書類選考に
より大学卒業を目指す全科履修生として入学できます。

③高校卒業等の大学入学資格をお持ちでない方も、①で所定の 16 単位以
上を修得し満 18 歳以上になれば、上記②の大学卒業を目指す全科履修
生として入学

■問い合わせ　
　放送大学奈良学習センター
　奈良県奈良市北魚屋東町 奈良女子大学コラボレーションセンター 3 階
　電話：0742 ー 20 ー 7870

■日時　2 月 28 日（土） 12 時 30 分～17 時 30 分（受付は 12 時～）
■場所　奈良商工会議所（奈良市）
　奈良県南部・東部の 19 市町村と県が出展する合同業務説明会を開催。
採用担当者や若手職員から地域の魅力、仕事のやりがいなどを直接聞ける
貴重な機会です。会場では就活に役立つ応援講座も開催。詳しくは下記ホー
ムページから。
■対象　公務員志望の方、就職・転職を検討中の方など
■申込方法
　ホームページまたは QRコードから申し込み。
■申込期間　2 月 27 日（金）まで
　※申込多数の場合、早めに締め切る可能性あり。
■問い合わせ
　奈良県美しい南部東部振興課
　電話：30744 ー 48 ー 3015
　ホームページ：https://www.gakujo.ne.jp/campus/events/evt_dtl?p1=evt1103
　ホームページ：https://re-katsu.jp/career/events/evt_dtl?p1=evt2199

公務員をめざす方むけ説明会を開催

放送大学第 1学期（4月入学）学生募集

新卒 既卒
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　冬になると、外の冷たい風に当たったり冷水に触れたりした直後に、皮膚が赤く腫（は）れてかゆくなる方がい
ます。このような症状は「寒冷アレルギー」（正式には「寒冷蕁麻疹〈じんましん〉」）と呼ばれる病気です。
　寒冷アレルギーは、冷たい刺激を受けた部分の皮膚で、体の中の「ヒスタミン」という物質が急に放出される
ことで起こります。ヒスタミンは血管を広げたり神経を刺激したりする作用があるため、皮膚が赤く膨らみ強い
かゆみを感じます。暖かい場所に移動すると数十分でおさまることが多いですが、再び冷気に触れると繰り返し
ます。
　主な症状は、冷たい空気や風、冷水、冷たい飲食物などに触れた直後に出る「かゆみ」「赤み」「ミミズ腫れ」で
す。手足や顔に多く、入浴前後や朝の洗顔時に気づくことがよくあります。
　重い場合には、冷たい飲み物で喉（のど）の粘膜が反応して呼吸が苦しくなったり、全身に蕁麻疹が出て血圧
が下がる「アナフィラキシー」を起こすこともあります。まれではありますが、注意が必要です。
　原因はまだはっきり分かっていませんが、体質的なアレルギー傾向や、感染症後・疲労・ストレスなどで免疫の
バランスが乱れたときに起こりやすいとされています。また、一部には遺伝性のタイプも報告されています。
　診断は医療機関で「氷を皮膚に数分当てるテスト（氷試験）」を行い、赤みや膨（ふく）らみが出るかを確認し
ます。市販薬で一時的に症状を抑えることはできますが、根本的な診断・治療には皮膚科の受診が勧められます。
　治療の基本は、「冷たい刺激を避けること」と「抗ヒスタミン薬の内服」です。外出時はマフラーや手袋で肌を
守り、急激な温度変化を避けるようにしましょう。入浴時は、冷えた体をいきなり熱い湯に入れず、ぬるめの温度
からゆっくり温めます。発症のきっかけがはっきりしている場合は、運動前や水泳前に医師の指示で薬を服用し
て予防することもあります。
　寒冷アレルギーは多くが数か月から数年で軽快しますが、長く続く場合もあります。自己判断での薬の中断
や、強い冷えへの無理な慣らしは逆効果になることがあります。症状が続く、広がる、息苦しさを伴うなどのとき
は、早めに医師に相談してください。

奈良県医師会　増田　大徳

寒冷アレルギーとは

お気軽に
お問合せください

相談日の種類

目の健康相談

場　所 奈良県医師会館 1階 県民健康サービス室 (近鉄大和八木駅から北へ徒歩7分)

連絡先 〒634-8502 橿原市内膳町5-5-8 奈良県医師会各主催部会

TEL 0744-22-8502　FAX 0744-23-7796

精神科に関する健康相談

内科疾患に関する健康相談

2月10日[火]
午後2時～3時

2月17日[火]
午後3時～4時

2月25日[水]
午後2時～3時

予約必要
※受付締切 2月24日(火)

予約必要
※受付締切 2月10日(火)

予約必要
※受付締切 2月5日(木)

奈良県眼科医会

日　時 予約の必要 主催する部会

奈良県医師会の
学術部会が行う健康相談 

奈良県医師会の
学術部会が行う健康相談 

奈良県医師会
内科部会

奈良県医師会
精神々経科部会

整形外科に関する健康相談 2月18日[水]
午後3時～4時

予約必要
※受付締切 2月17日(火)

奈良県医師会
整形外科部会
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No.694
月

村のようす

令和8年1月1日現在

世帯数
人　口
男　性
女　性
面　積

２７８（－３）
４１４（－３）
２２０（－２）
１９４（－１）
274.22k㎡

広
報
か
み
き
た
や
ま
　

N
O
.694

発
行
／
上
北
山
村
役
場
　
　
編
集
／
総
務
課

Ｐ２
Ｐ３～5
Ｐ6～11
Ｐ12
Ｐ13
Ｐ14・15
Ｐ16

村長・議長新年のあいさつ………………
令和7年12月 定例村議会…………………
こども議会……………………………………
I♥かみきた・すくすく………………………
村の出来事……………………………………
税についての作文表彰……………………
消防出初式……………………………………

Ｐ17・18
Ｐ19
Ｐ20
Ｐ21
Ｐ22
Ｐ23
Ｐ24

吉野消防署からのお知らせ………………
住民課からのお知らせ……………………
吉野税務署からのお知らせ………………
お知らせ……………………………………
奈良県医師会からのお知らせ……………
診療所だより…………………………………
年金だより ほか……………………………

― 毎月11日は「人権を確かめあう日」―

主な内容

1

税・保険料の納期限

納期限までに納めましょう。
便利な口座振替もご利用く
ださい。

【2月2日】
・県村民税 第4期
・国民健康保険税 第7期
・後期高齢者保険料 第7期

　マイナンバーカードを所有している人は、マイナポータルからオンラインで転
出届および転入予約(来庁予定の連絡)ができます。詳しくは、デジタル庁ホーム
ページをご覧ください。
※マイナポータルを通じて転出届の提出をした後は、別途、転入先市区町村の窓
口で転入届等の手続が必要です。

転出届・転入予約は、マイナポータルで！

引越し手続オンラインサービス　 デジタル庁
https://www.digital.go.jp/policies/moving_
onestop_service

引越し手続について　 引越し　 マイナポータル
https://myna.go.jp/html/moving_oss.html

※０５０から始まる電話番号でおかけになる場合は０３－６７００－１１６５
　お問い合わせの際は、基礎年金番号がわかるものをご利用ください。

〈受付時間〉月　曜　日　午前８：３０～午後７：００
　　　　　　火～金曜日　午前８：３０～午後５：１５
　　　　　　第２土曜日　午前９：３０～午後４：００

　令和7年4月分から令和8年3月分までの国民年金保険料は、月額17,510円

です。保険料の納付期限は「納付対象月の翌月末」と定められています。納

付期限までに保険料を納めないと障害基礎年金や遺族基礎年金を受給できな

い場合がありますので忘れずに納めてください。

奈良県聴覚障害者支援センター主催上映会

■日時　3 月 19 日（木）
　① 14 時 30 分～ 16 時 30 分　② 18 時 30 分～ 20 時 30 分
　　※受付はそれぞれ 1 時間前より開始

■内容
　① ゆずり葉　　② 咲む
■場所
　奈良公園バスターミナルレクチャーホール
　奈良市登大路 76
■参加費　250 名（先着順）
■申込方法
　右記 QR 申込フォームより
■問い合わせ
　奈良県聴覚障碍者支援センター映画上映会係
　奈良県橿原市大久保町 320 ー 11　奈良福祉総合センター内
　電話：0744 ー 21 ー 7880

TEL：０５７０－０５－１１６５

年金だより
国民年金保険料は納付期限までに納めましょう

お申込み・お問合せ：「ねんきんダイヤル」

広　報 かみきたやま


